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▽
10
月
22
〜
24
日
（
市
民
体
育
館
）、
観

客
１
１
１
１
人

　

山
口
県
チ
ー
ム
男
子
は
、
優
勝
し
た
愛

知
県
と
２
回
戦
で
対
戦
し
敗
退
。
女
子
も

１
回
戦
で
神
奈
川
県
と
対
戦
し
敗
退
。

▽
10
月
23
日（
萩
武
道
館
）、観
客
１
１
３
人

○
競
技
中
心
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

　

萩
市
か
ら
４
チ
ー
ム
が
参
加
し
、「
ひ

ま
わ
り
Ａ
」
と
「
ひ
ま
わ
り
Ｂ
」
は
予
選

リ
ー
グ
を
勝
ち
進
み
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
惜
し
く
も
敗
退
。

○
親
睦
中
心
の
ち
ょ
る
る
ク
ラ
ス

　

萩
市
か
ら
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、「
萩

夏
み
か
ん
」「
青
空
」「
コ
ス
モ
ス
」
が

予
選
リ
ー
グ
を
勝
ち
進
み
、「
コ
ス
モ
ス
」

が
見
事
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

（萩出身・在住選手、入賞は３位まで）

△手話で選手に通訳。ボランティアの皆さん
の協力で大会が支えられました

△独創性あるアートを多くの方が見学

問い合わせ 国体推進室（２５・３７０３）

　夏みかんジュース、さつまいもス
ティック、小川りんご、佐々並の舞

まいだに

谷こ
んにゃく、赤米クッキー等の無料配布や
授産製品等の展示・販売をしました。

おもてなしコーナー

　手話や要約筆記等の情報支援ボラン
ティアをはじめ大会運営を、のべ７９９
人のボランティアがお手伝いしました。
また、市内団体が作製した携帯ホワイト
ボード約１００個を大会会場等に配布
し、とても役に立ったと喜ばれました。

ボランティア

　障がいのある萩在住の４人の作家の絵
画や切り絵、イラストなどを展示。他市
の会場にはない萩オリジナルのコーナー
で、切り絵の実演や似顔絵もあり、温か
な交流の場になっていました。

アートギャラリー

ふ れ あ い 広 場 全国から来られた選手や観客の皆さん
を温かくもてなしました。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
「
第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、

10
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
、
萩
市
で
は
、
正
式
競
技
の
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
」（
聴
覚
障
害
者
の
部
）
と
オ
ー
プ
ン
競
技
の
「
卓
球
バ
レ
ー
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

萩
会
場
の
選
手
や
観
客
な
ど
参
加
者
は
の
べ
約
３
４
０
０
人
。
全
国
か
ら

集
ま
っ
た
選
手
の
熱
い
プ
レ
ー
に
、
多
く
の
ご
声
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

萩
市
開
催
の
競
技
結
果

（
聴
覚
障
害
者
の
部
）

（
オ
ー
プ
ン
競
技
）

球
バ
レ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

応
援
ありがとう

たございまし

1500ｍ１位、800ｍ２位

100ｍ３位、400ｍ３位

羽
は と り

鳥 辰
たつふみ

史
（萩総合支援学校３年）

杉山 克
か つ し げ

茂（佐々並）

陸
上

一般卓球２位

横山 理
り さ

沙（川上）

卓
球

25ｍ自由形２位
50ｍ平泳ぎ２位

200ｍメドレーリレー３位
鍵村 香

か な

奈
（萩総合支援学校３年）

阿武 妙
た え か

香（塩屋町）

水
泳
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問い合わせ 土木課（２５・３５３９）

■
市
長
コ
ラ
ム
No.79

　

萩
の
ゆ
か
り
の
地
を
旅
す
る
萩
市

民
号
、
今
年
は
藤
田
伝
三
郎
翁
の
ゆ

か
り
の
地
等
東
北
の
地
を
訪
問
。

　

ま
ず
弘
前
。
司
馬
遼
太
郎
の
「
街

道
を
行
く
・
北
の
ま
ほ
ろ
ば
」
の
冒

頭
に
松
陰
先
生
と
伊
東
梅ば
い
け
ん
軒
が
談
論

し
た
場
所
が
「
松
陰
室
」
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。「
養
生
会
」
が
毎
年
松
陰
祭

を
開
催
。
津
軽
の
地
は
み
ち
の
く
松

陰
道
は
じ
め
松
陰
先
生
の
顕
彰
碑
が

数
多
く
あ
る
。
そ
の
数
は
山
口
県
内

よ
り
も
上
回
っ
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。

　

次
に
今
回
訪
問
の
最
大
の
目
的
地

小
坂
。
藤
田
翁
の
鉱
山
事
業
の
出
発

点
と
な
っ
た
小
坂
は
秋
田
県
で
二
番

目
の
人
口
を
抱
え
る
程
の
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
た
と
聞
く
。
病
院
・
学
校
・

娯
楽
施
設
等
々
の
一
大
施
設
が
秋
田

の
山
中
に
出
現
。
今
な
お
鉱
山
事
務

所
、
康こ
う
ら
く
か
ん

楽
館
は
国
の
重
要
文
化
財
と

し
て
そ
の
姿
を
残
し
往
時
を
し
の
ば

せ
る
。
来
年
は
翁
の
没
後
１
０
０
年

の
節
目
の
年
。
生
誕
地
萩
に
お
い
て

も
諸
企
画
を
計
画
中
。
多
く
の
市
民

の
皆
様
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

■
と
き　

11
月
22
日
（
火
）
午
後
２
時
〜

４
時

■
と
こ
ろ　

萩
農
協
会
館
３
階
（
江
向
）

■
内
容

▽
概
要
説
明

「
国
道
１
９
１
号
の
現
状
と
課
題
、
山
陰

自
動
車
道
の
整
備
効
果
に
つ
い
て
」

▽
意
見
発
表

「
地
方
が
真
に
必
要
と
し
て
い
る
山
陰
自

動
車
道
の
整
備
に
つ
い
て
」

益
田
市
・
萩
市
の
市
民
代
表

▽
記
念
講
演

伊
藤
正ま
さ
ひ
で
秀
（
国
土
交
通
省
中
国
整
備
局
道

路
部
長
）

■
定
員　

３
５
０
人

※
入
場
料
無
料
、
申
込
不
要

■
主
催　

山
陰
自
動
車
道
整
備
促
進
期
成

同
盟
会
（
会
長
：
野
村
萩
市
長
）

　

小
畑
地
区
に
あ
る
Ｒ
45
（
半
径
45
ｍ
）

の
直
角
に
曲
が
る
急
カ
ー
ブ
、
越
ヶ
浜
〜

大
井
間
の
荒
天
候
時
の
越え
っ
ぱ波
、
大
型
車
が

離
合
で
き
な
い
大
井
橋
な
ど
、
ひ
と
た
び

災
害
や
交
通
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に

は
通
行
止
め
と
な
り
、
有
効
的
な
う
回
路

が
な
い
た
め
多
く
の
市
民
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
益
田
市
と
萩
市
を
連
結
す
る
現

在
の
国
道
１
９
１
号
は
、
毎
年
豪
雨
や
台

風
な
ど
で
、
阿
武
町
木
与
〜
宇
田
間
が
全

面
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

山
陰
自
動
車
道
は
鳥
取
市
を
起
点
に
下

関
市
に
至
る
３
８
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道

路
で
す
。
整
備
状
況
は
、
鳥
取
県
で
は
、

整
備
予
定
延
長
の
１
０
０
％
が
開
通
済
み

ま
た
は
事
業
中
で
あ
り
、
島
根
県
で
は
、

着
手
済
み
区
間
が
全
体
延
長
の
約
75
％
と

整
備
が
確
実
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
山
口
県
で
は
、
開
通
済
み
区
間

は
萩
・
三
隅
道
路
（
山
陰
道
）
の
15
・
２

km
だ
け
で
、未
着
手
区
間
が
77
％
も
あ
り
、

鳥
取
・
島
根
の
両
県
に
比
べ
て
整
備
が
大

き
く
遅
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
益
田
市
か
ら
萩
市
間
は
唯
一

の
予
定
路
線
の
ま
ま
で
、
事
業
実
施
に
向

け
た
計
画
路
線
へ
の
格
上
げ
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

△阿武町木与〜宇田間の全面通行止め

△越ヶ浜〜大井間の車道をふさぐ事故
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国
連
傘
下
の
国
連
環
境
計
画
の
公
認
を

受
け
た
国
際
大
会
。
環
境
管
理
と
住
み
良

い
地
域
づ
く
り
の
優
秀
事
例
を
発
表
す
る

世
界
で
唯
一
の
大
会
で
、
昨
年
は
米
国
シ

カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
、
今
年
が
15
回
目
。

　

萩
市
は
初
め
て
応
募
。
人
口
規
模
別
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
過
去
最
多
の
３
３
８
都
市

か
ら
応
募
が
あ
り
、
暮
ら
し
や
す
い
都
市

部
門
賞
に
は
、
一
次
論
文
審
査
を
通
過
し

た
21
か
国
61
都
市
が
最
終
選
考
に
残
り
ま

し
た
（
日
本
か
ら
萩
市
と
熊
本
市
だ
け
が

予
選
通
過
）。

　

審
査
の
結
果
、
萩
市
が
エ
ン
ト
リ
ー
し

た
カ
テ
ゴ
リ
ー
Ｂ
（
人
口
２
万
１
人
〜

７
万
５
０
０
０
人
）
は
、
全
カ
テ
ゴ
リ
ー

最
多
の
16
都
市
が
出
場
し
、
プ
フ
ァ
ツ
ェ

ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
・
ア
ン
・
デ
ア
・
イ
ル
ム

（
ド
イ
ツ
）
が
金
賞
、マ
ン
ジ
ェ
ラ
（
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
）
と
イ
フ
ラ
ヴ
ァ
（
チ
ェ
コ
）

が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

萩
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
軸
で
あ
る

「
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
」
構
想
は
、
江

戸
時
代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち

の
特
徴
を
い
か
し
、
ま
ち
全
体
を
屋
根
の

な
い
博
物
館
に
見
立
て
、
市
民
と
行
政
が

協
働
で
行
う
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
受
賞

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
審
査
員
か
ら

も
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
韓
国
に
お
い
て
も
大
き
く
注

目
さ
れ
た
国
際
大
会
で
、
期
間
中
参
加
各

国
の
メ
デ
ィ
ア
や
市
民
が
訪
れ
、
萩
市
の

Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◦
萩
の
城
下
町
が
残
っ
た
３
つ
の
理
由

◦
夏
み
か
ん
の
果
た
し
た
役
割

◦
萩
市
の
景
観
保
全
へ
の
取
り
組
み

◦
ワ
ン
コ
イ
ン
ト
ラ
ス
ト
運
動

◦
「
志
」
の
精
神
文
化

◦
市
民
一
斉
清
掃

◦
町
内
会
の
役
割

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
萩
観
光
ガ
イ
ド
協
会

◦
高
齢
者
の
生
き
が
い

◦
萩
も
の
し
り
博
士
検
定

◦
ユ
ネ
ス
コ
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

て■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

△リブコム宣言（中央に野村市長）

◁受賞式の様子
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今
回
の
市
民
号
は
、
明
治
期
に
お
け
る

関
西
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
藤
田
伝
三
郎
の
足

跡
を
た
ど
り
、
改
め
て
そ
の
功
績
に
ふ
れ

る
と
と
も
に
、
復
興
に
取
り
組
む
会
津
若

松
市
へ
の
初
の
市
民
団
訪
問
な
ど
、
大
変

有
意
義
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
年
生
誕
１
７
０
年
、
来
年

没
後
１
０
０
年
の
節
目
の
年
と
な
る
藤
田

伝
三
郎
の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、
萩
博

物
館
で
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

◇
萩
博
物
館
特
別
展

「
日
本
の
近
代
を
拓
い
た
萩
の
産
業
人
脈

︲
藤
田
伝
三
郎
と
そ
の
時
代
︲
」

12
月
１
日
〜
平
成
24
年
４
月
10
日

※
藤
田
美
術
館（
大
阪
市
）の
コ
レ
ク
シ
ョ

　

最
初
の
訪
問
地
は
、
青
森
県
弘
前
市
の

松
陰
室
で
、
こ
こ
は
松
陰
先
生
が
儒
学
者

伊
東
広ひ
ろ
の
し
ん

之
進
（
梅
軒
）
ら
と
共
に
国
事
を

談
じ
た
場
所
で
、
松
陰
室
を
保
存
す
る

養よ
う
じ
ょ
う
か
い

生
会
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

次
に
一
行
は
紅
葉
に
彩
ら
れ
た
弘
前
城

公
園
を
散
策
。
ま
た
、
夜
は
、
養
生
会
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
ら

と
共
に
、
両
市
の
市
民
の
歌
を
披
露
し
合

う
な
ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

秋
田
県
大
館
市
の
模
築
さ
れ
た
松
下
村

塾
を
見
学
後
、
鉱
山
で
栄
え
た
藤
田
伝
三

郎
ゆ
か
り
の
地
、
小
坂
町
を
訪
問
し
ま
し

た
。
鉱
山
発
展
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
設

さ
れ
た
小
坂
鉱
山
事
務
所
の
造
り
は
豪
壮

華
麗
で
参
加
者
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
鉱
山
従
業
員
た
ち
の

厚
生
施
設
康こ
う
ら
く
か
ん

楽
館
で
は
、
舞
台
下
や
楽
屋

△室井照平会津若松市長（中央）と
　菅家一郎前会津若松市長（右）

△小坂鉱山事務所（秋田県小坂町）

な
ど
を
見
学
し
、芝
居
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

創
業
者
の
小•

野
義ぎ
し
ん真
、
岩•

崎
彌や
の
す
け

之
助
、

萩
出
身
の
井•

上
勝
の
頭
文
字
か
ら
命
名
さ

れ
た
小
岩
井
農
場
（
岩
手
県
雫し
ず
く
い
し
ち
ょ
う

石
町
）

で
は
、
農
場
創
設
ま
で
の
あ
ゆ
み
を
学
び

ま
し
た
。

　

午
後
は
先
の
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
防

止
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
津
若

松
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
飯い
い
も
り
や
ま

盛
山

で
献
花
を
さ
さ
げ
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
若
松
城（
鶴
ヶ
城
）を
見
学
。
宿
泊
場
所

で
は
、
会
津
若
松
市
長
を
は
じ
め
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
温
か
く
出
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

戊
辰
戦
争
で
の
西
軍
の
戦
死
者
が
眠
る

東と
う
み
ょ
う
じ

明
寺
の
西
軍
墓
地
を
訪
問
し
献
花
を
さ

さ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藩
校
日に
っ
し
ん
か
ん

新
館
を

見
学
し
、藩
教
育
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

萩
ゆ
か
り
の
地
を
訪
問
す
る
萩
市
民
号
（
参
加
者
55
人
）
が
、
10
月
24

日
か
ら
27
日
ま
で
、藤
田
伝
三
郎
翁
ゆ
か
り
の
東
北
各
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
市
民
交
流
も
あ
り
、
先
の
震
災
に
よ
る
風
評
被
害
防
止
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
会
津
若
松
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

１
日
目

２
日
目

ン
を
一
堂
に
展
示
す
る
特
別
展
を
平
成
24

年
度
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

◦
豪
華
絢け
ん
ら
ん

爛
な
小
坂
鉱
山
事
務
所
か
ら

は
、
当
時
の
鉱
山
発
展
の
様
子
が
う
か

が
え
、
格
調
高
い
透
か
し
彫
り
の
柱
や

ヒ
ノ
キ
造
り
の
ら
せ
ん
階
段
か
ら
、
美

術
品
収
集
家
と
し
て
も
有
名
な
藤
田
伝

三
郎
の
一
面
が
み
え
ま
し
た
。

◦
遠
く
東
北
の
地
で
成
し
遂
げ
た
伝
三

郎
翁
の
功
績
に
触
れ
、
鉱
山
発
展
に
貢

献
し
た
偉
業
を
萩
の
地
で
伝
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
し
た
。
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　高度な英語力で萩の世界遺
産に関する歴史的資料の翻訳
を行う。NPO 萩まちじゅう
博物館の外国語班長、ガイド
班として萩博物館内の英語表
記や外国人来館者を案内。

文化功労賞

黒川  建
けんいち

一 （73 歳 樽屋町）

　昭和 60 年から萩地域の
箏
そうきょく

曲 指導を行い、平成 10
年から隔年で箏曲発表会を開
催するなど邦楽の振興に尽
力。平成 21 年から山口県邦
楽連盟理事に就任。

文化功労賞

福田  節
せ つ こ

子 （76 歳 土原）

　昭和 37 年設立。昭和 62
年から紫福小学校の学校田の
餅米作りや、わら細工・門松
の作成に指導者として参加す
るなど、学校教育活動や青少
年の育成に協力。

教育功労賞

　平成 2 年から作陶活動を
始め、日常の器にとどまらず
オブジェにも定評のある陶芸
家。世田谷美術館で開催され
た「萩陶芸家協会新鋭展」で若
手作家の中心的役割を担う。

文化奨励賞

船
ふなさき

崎 透
とおる

（46 歳 椿東）

松田  光
こういち

一 （56 歳 椿東）

　小学校教員として理科教育
の充実発展に努め、「青少年
のための科学の祭典」や「メ
ダカの学校」、「雑学セミナー」
で科学ものづくり活動を行う
など科学の普及に尽力。

教育奨励賞 文化功労賞

　平成 21 年度から23 年度ま
での山口県中学校体育大会の
男女総合の部で、優勝など連
続して上位入賞。個人種目で
も全国大会や国体で、優勝す
るなど優秀な成績を収める。

特別賞

萩西中学校 陸上競技部

阿部  一
かずみち

道 （34 歳 土原）

　萩光塩学院高等学校の体育
教員として卓球部の部員の育
成に努める。萩市卓球協会理
事や山口県卓球協会の強化委
員に就任。山口国体で成年男
子の監督を務め優勝に導く。

特別賞

冨
とみかわ

川  芳
よ し と

人 （55 歳 呉服町）

　昭和 59 年からスポ少の指
導にあたり、平成元年に萩市
サッカー協会事務局長に就任
以来、サッカーの普及に尽力。
また 14 年に FC 萩ユースを
設立。

体育功労賞

三
み む ら

村  夏
なつひこ

彦（58歳 平安古町）

　平成 5 年から萩市伝統的
建造物群保存地区保存審議会
委員として文化財保護活動を
行い、学識経験者の見地から
適切な指導助言を行う。平成
７年から同審議会会長。

　昭和 51 年に萩市野球連盟
役員に就任以来、萩市の野球
活動に活躍。平成 17 年に同
会長、20 年に西日本早朝野
球連盟会長に就任するなど、
軟式野球競技の普及に尽力。

体育功労賞

西
にしじま

島  孝
こういち

一（62歳 平安古町）

△会長 : 大田 三
みつひろ

弘

紫福老人クラブ楽
らくじゅかい

寿会

△顧問 : 栗木 聡
さとし

萩市教育文化奨励賞 受賞者
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地域
平成 22 年 平成 17 年 比較増減

世帯
人　　　口

世帯
人　　　口

世帯
人　　　口 人口増

減率(％)総 数 男 女 総 数 男 女 総 数 男 女
萩市
全体 22,243 53,747 24,474 29,273 23,093 57,990 26,545 31,445 △850 △4,243 △2,071 △2,172 △7.3

萩 17,099 40,989 18,661 22,328 17,549 43,705 19,942 23,763 △450 △2,716 △1,281 △1,435 △6.2
川上 386 983 433 550 422 1,123 514 609 △36 △140 △81 △59 △12.5

田万川 1,278 3,055 1,387 1,668 1,413 3,407 1,560 1,847 △135 △352 △173 △179 △10.3
むつみ 723 1,731 810 921 777 1,970 936 1,034 △54 △239 △126 △113 △12.1
須佐 1,272 3,088 1,418 1,670 1,347 3,409 1,595 1,814 △75 △321 △177 △144 △9.4
旭 673 1,795 823 972 710 2,010 932 1,078 △37 △215 △109 △106 △10.7

福栄 812 2,106 942 1,164 875 2,366 1,066 1,300 △63 △260 △124 △136 △11.0

　

昨
年
10
月
に
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
確

定
値
が
、10
月
26
日
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
市
の
人
口
は
５
万
３
７
４
７
人
で
、

前
回
（
平
成
17
年
）
に
比
べ
４
２
４
３
人

（
7.3
％
）の
減
少
、
世
帯
数
は
２
万
２
２
４

３
世
帯
で
、
８
５
０
世
帯
（
3.7
％
）
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
13
市
の
中
で
萩

市
の
人
口
・
世
帯
数
の
減
少
率
は
、
最
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
地
域
で
人
口
・
世
帯
数
と
も
に

減
少
し
て
お
り
、
特
に
人
口
減
少
率
は
川

上
地
域
が
12
・
５
％
で
最
も
高
く
、
次
い

で
む
つ
み
地
域
が
12
・
１
％
と
な
っ
て
お

り
、
萩
・
須
佐
地
域
を
除
い
て
人
口
減
少

率
が
10
％
を
超
え
ま
し
た
。

　

男
女
別
の
人
口
で
は
、
女
性
が
４
７
９

９
人
多
く
、
女
性
１
０
０
人
に
対
す
る
男

性
の
割
合
は
83
・
６
人
で
す
。

　

ま
た
、
山
口
県
の
人
口
は
１
４
５
万
１

３
３
８
人
で
、
前
回
に
比
べ
４
万
１
２
６

８
人
（
2.8
％
）
の
減
少
、
世
帯
数
は

59
万
７
４
３
２
世
帯
で
、
５
９
７
２
世
帯

（
1.0
％
）
の
増
加
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係
（
２
５
・
３
６
９
０
）

萩市の人口
減少率 国

勢
調
査

確
定
!!

　

本
土
に
比
べ
て
割
高
と
な
っ
て
い
る

離
島
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
を
是
正
す
る
た

め
、
国
の
「
離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス

ト
支
援
事
業
」
が
今
年
５
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
萩
市
内
の
各
離
島
の
１
ℓ

当
た
り
の
価
格
は
、
15
円
引
き
下
げ
ら

　

萩
市
で
は
、
現
在
世
界
遺
産
登
録
を

目
指
し
て
い
る
「
九
州
・
山
口
の
近
代

化
産
業
遺
産
群
」（
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
暫
定
一
覧
表
に
登
載
）
に
つ
い

て
、
市
民
や
観
光
客
に
周
知
を
図
る
た

め
、萩
市
用
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
定
し
、

シ
ー
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
、
名

刺
や
封
筒
に
貼
っ
て
、
世
界
遺
産
登
録

の
啓
発
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

無
償
で
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
の
で
、

使
用
し
た
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

世
界
遺
産
推
進
課
（
２
５
・
３
３
８
０
）

「萩反射炉」をシンボル化し、近代化へ
の情熱と明るい未来への希望を感じるだ
いだい色をイメージカラーとしました。

れ
て
い
ま
す
。

　

国
の
離
島
ガ
ソ
リ
ン
流
通
コ
ス
ト
支

援
事
業
は
、
販
売
店
が
離
島
の
消
費
者

等
に
ガ
ソ
リ
ン
を
値
引
き
販
売
し
た
場

合
、
そ
の
値
引
き
分
を
国
が
販
売
店
に

補
助
す
る
も
の
で
す
。
販
売
店
が
存
在

し
な
い
場
合
も
、
島
外
の
販
売
店
が
ガ

ソ
リ
ン
を
輸
送
し
て
い
る
な
ど
島
で
消

費
さ
れ
る
こ
と
が
明
確
な
場
合
は
対
象

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
自
動
車
用
だ

け
で
な
く
農
業
用
や
漁
業
用
の
ガ
ソ
リ

ン
も
対
象
で
す
。

※
た
だ
し
、
国
に
申
請
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
販
売
店
で
購
入
し
た
も
の
に
限

り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

商
工
課
（
２
５
･
３
１
０
８
）

マーク
の解説 大島
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講
演
は
「
な
ぜ
、
今
、
医
療
崩
壊
・
改

革
な
の
か
？
」と
い
う
切
り
口
で
始
ま
り
、

２
０
５
０
年
ま
で
を
見
通
し
た
日
本
の
将

来
推
計
人
口
に
お
い
て
、
15
歳
未
満
の
人

口
や
15
〜
64
歳
の
人
口
は
減
少
し
て
い
く

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
65
歳
以
上
の
人
口
が

減
ら
な
い
こ
と
、
年
間
出
生
数
が
３
０
０

人
を
下
回
る
萩
保
健
医
療
圏
（
萩
市
と
阿

武
町
）
の
少
子
化
の
現
状
と
将
来
の
見
通

し
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
と
と
も
に
各
国
の
医
療
費
が
高

ま
る
中
、
最
も
高
齢
化
し
て
い
な
が
ら
も

国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
占
め
る
医
療

費
の
割
合
が
極
め
て
低
い
日
本
と
各
国
の

状
況
の
違
い
が
示
さ
れ
、
パ
チ
ン
コ
産

業
（
か
つ
て
30
兆
円
、現
在
20
兆
円
規
模
）

や
国
の
公
共
事
業
費
な
ど
に
比
べ
て
、
国

民
医
療
費（
２
０
０
９
年
度
で
約
36
兆
円
）

は
高
い
の
か
ど
う
か
、
問
題
提
起
さ
れ
ま

し
た
。

　

萩
市
民
病
院
と
同
じ
自
治
体
病
院
は
、

全
国
の
病
院
数
の
11
・
７
％
（
２
０
０
５

年
10
月
現
在
）
に
当
た
り
、
基
幹
災
害
医

療
セ
ン
タ
ー
の
55
・
４
％
（
２
０
０
７
年

２
月
現
在
）、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
の
42
・
１
％
（
２
０
０
７
年
１
月
現

在
）
を
占
め
、
小
児
救
急
医
療
や
救
命
救

急
医
療
、
周
産
期
医
療
な
ど
不
採
算
で

あ
っ
て
も
地
域
に
求
め
ら
れ
る
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
自
治
体
病
院
が
近
年
、
医
師
不
足

や
経
営
難
な
ど
を
理
由
に
閉
院
・
休
止
に

追
い
込
ま
れ
て
お
り
、
生
き
残
り
を
か
け

て
統
廃
合
や
独
立
行
政
法
人
化
、
民
営
化

な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

圏
域
の
医
療
再
生
に
向
け
て
の
提
言
で

は
、
県
内
８
医
療
圏
の
中
で
、
人
口
10
万

人
に
対
す
る
医
師
数
・
看
護
師
数
が
一
番

少
な
い
こ
と
、
救
急
搬
送
患
者
数
が
65
歳

以
上
の
患
者
を
中
心
に
増
加
し
て
い
る
こ

と
、医
師
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
、

患
者
の
コ
ン
ビ
ニ
受
診
（
コ
ン
ビ
ニ
に
出

か
け
る
よ
う
な
軽
い
気
持
ち
で
時
間
外
に

救
急
医
療
を
利
用
す
る
こ
と
）
な
ど
を
問

題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
力
説
さ
れ
た
の
が
「
自
分
の

身
体
は
自
分
で
守
る
。
年
1
回
は
必
ず
健

康
診
断
を
受
け
て
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
げ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

開
業
医
に
対
し
て
は
、「
患
者
か
ら
の

夜
間
等
の
電
話
相
談
に
積
極
的
に
対
応

し
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
救
急
医
療
機

関
と
の
連
携
を
深
め
る
こ
と
」、
行
政
に

対
し
て
は
、「
医
師
の
確
保
に
は
大
学
医

学
部
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
医
学
に
関
す
る
研
究
・
教
育
・

臨
床
を
手
が
け
る
大
学
に
対
し
て
研
究
を

支
援
す
る
具
体
的
な
方
策
を
講
じ
て
ほ
し

い
こ
と
」、
ま
た
、「
若
手
医
師
が
給
与
を

度
外
視
し
て
で
も
勤
め
た
く
な
る
よ
う
な

特
徴
あ
る
、
魅
力
的
な
病
院
を
圏
域
に
整

え
る
こ
と
」
な
ど
を
課
題
と
し
て
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
萩
圏
域
が
現
状
の
ま
ま
推
移

す
る
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
15
年
先
、

20
年
先
の
医
療
の
あ
り
方
を
見
据
え
て
、

医
療
機
関
や
行
政
任
せ
で
は
な
く
、
圏
域

住
民
の
皆
さ
ん
が
当
事
者
意
識
を
も
っ
て

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

江里健輔

　

３
月
に
開
催
し
た
第
１
回
に
引
き
続

き
、
10
月
16
日
市
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
萩

地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議
会
が
主
催

す
る
第
２
回
の
地
域
医
療
再
生
講
演
会
を

開
催
し
、約
３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
山
口
県
立
大
学
の
学
長
で
あ

り
、
医
学
博
士
で
も
あ
る
江え
さ
と里
健け
ん
す
け輔
先

生
が
「
よ
い
医
療
を
確
立
す
る
に
は
〜
患

者
の
立
場
・
医
療
人
の
立
場
」
と
い
う
演

題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
萩
地
域
の
医
療
の
現
状
と
将

来
に
つ
い
て
〜
今
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
協
議
会
の
会
長

で
あ
る
八や

ぎ

た
木
田
眞ま
さ
み
つ光
医
師
会
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
江
里
先
生
を
助
言
者
と

し
、
行
政
代
表
、
医
師
会
代
表
、
住
民
代

表
、
救
急
隊
代
表
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て

参
加
し
、
熱
心
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
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各
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
地
域
医
療
の
現
状

や
課
題
、
対
応
策
等
を
述
べ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

◇
医
師
会
代
表

　

圏
域
の
救
急
医
療
の
経
緯
と
今
後
の
見

通
し
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
圏
域
の
医

師
は
、
新
規
開
業
や
世
代
交
代
が
進
ま

ず
、
自
ら
が
高
齢
化
す
る
中
で
、
非
常
に

厳
し
い
診
療
活
動
、
救
急
業
務
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
救
急
医
療
の
崩
壊
を
阻
止
す

る
た
め
に
、
①
各
種
検
診
を
受
診
し
て
ほ

し
い
こ
と
、
②
何
で
も
相
談
で
き
る
か
か

り
つ
け
医
を
も
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
③
緊

急
時
以
外
は
時
間
内
に
受
診
し
て
ほ
し
い

こ
と
、
④
不
安
や
心
配
事
が
あ
る
と
き
に

は
無
料
の
電
話
健
康
相
談
（
10
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
24
時
間
３
６
５
日
対
応
）
を
活

用
し
て
ほ
し
い
こ
と
、
⑤
今
後
増
加
す
る

女
性
医
師
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心
し

て
働
く
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
大

切
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
救

急
医
療
体
制
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う

と
の
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
住
民
代
表

　

医
師
が
勤
務
し
た
く
な
る
地
域
を
つ
く

る
こ
と
や
、“
医
者
嫌
い
”
は
か
っ
こ
い

い
こ
と
で
は
な
く
率
先
し
て
検
診
を
受
け

る
よ
う
に
し
た
い
こ
と
、
自
ら
住
民
啓
発

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
の
意

見
が
あ
り
、
医
師
と
住
民
、
立
場
は
違
っ

て
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
共
有
し
た
り
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
た
り
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
地
域
医
療
に
対
し
て
共
通

理
解
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
救
急
隊
代
表

　

救
急
活
動
に
関
す
る
現
状
報
告
が
あ

り
、
救
急
搬
送
件
数
の
増
加
、
な
か
で
も

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
搬
送
件
数
が
10
年

前
と
比
べ
て
倍
増
し
て
お
り
、
救
命
す
べ

き
人
を
救
う
た
め
に
も
不
要
不
急
と
思
わ

れ
る
救
急
要
請
に
つ
い
て
は
控
え
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
萩
圏
域
で
は
救
急
医
療
機
関
の

全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、
都
会
で
問
題
視

さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
患
者
の
た
ら
い
回

し
と
い
っ
た
事
例
は
ご
く
わ
ず
か
し
か
発
生

し
て
お
ら
ず
、
救
急
患
者
の
搬
送
が
円
滑

に
で
き
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◇
行
政

　

行
政
か
ら
は
、
地
域
医
療
の
現
状
、
地

域
医
療
再
生
計
画
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が

紹
介
さ
れ
、
人
口
が
減
少
し
て
医
療
圏
が

広
域
化
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
が
、
今

の
病
院
体
制
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
ど
う

か
、
病
院
機
能
の
集
約
化
が
で
き
な
い

か
、
何
と
か
萩
圏
域
で
必
要
な
医
療
が
完

結
で
き
な
い
か
と
い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
国
道
１
９
１
号
の
木
与
〜
宇
田

間
が
毎
年
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
を
例

に
、
医
療
機
関
が
あ
っ
て
も
交
通
手
段
が

確
保
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
用
を
な
さ
ず
、

道
路
整
備
と
医
療
は
密
接
な
関
係
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
①
啓
発
活
動
の
推
進
、
②

時
間
内
受
診
の
順
守
、
③
住
民
・
医
療
関

係
者
・
行
政
が
共
通
認
識
を
も
っ
て
医
療

再
生
に
取
り
組
む
こ
と
の
３
点
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　萩地域（旧萩市）においては、内科系・外科
系の在宅当番医制により、24 時間３６５日、
一次救急に対応するという全国的にもあまり例
のない先進的な取り組みが続けられてきまし
た。ところが、医師不足と医師自身の高齢化に
より、救急をはじめとする地域医療提供体制が
崩壊しそうな事態に陥っています。
　医療の崩壊を何とかくい止めるために、国か
ら「地域医療再生計画推進事業」の指定を受
け、「萩地域医療再生計画推進協議会」を設置し、
医師や薬剤師、看護師などを確保するとともに、
救急医療を中心とした医療提供体制の再構築に
向けた協議を進めています。
　こうした中、８月に開催された協議会では救
急医療体制の崩壊を防ぐための施策として、休
日の救急患者に対応する診療センター「休日急
患診療センター（仮称）」を萩市民病院外来駐
車場内に整備することになりました。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
で
は
、
医
療

職
の
確
保
に
係
る
奨
学
金
制
度
の
紹
介
や

住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
、
救
急
車
の

現
場
滞
在
時
間
の
状
況
、
お
薬
手
帳
の
持

参
な
ど
救
急
時
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
活

発
に
意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

八や

ぎ

た
木
田
眞ま
さ
み
つ光

▽
助
言
者　

江
里
健
輔

▽
パ
ネ
ラ
ー　

中
な
か
し
ま嶋

薫か
お
る（

萩
市
医
師
会
）、

村
田
洋よ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
萩
市
医
師
会
）、
能
美

恒つ
ね
お雄

（
住
民
代
表
）、
金
子
眞ま
ゆ
み弓

（
住
民

代
表
）、
野
村
興
兒
（
萩
市
長
）、
中
村

秀ひ
で
あ
き明
（
阿
武
町
長
）、
堀
秀ひ
で
み
ち
通
（
萩
市
消

防
本
部
）

■
問
い
合
わ
せ

地
域
医
療
推
進
課
（
２
５
・
２
１
８
２
）
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0 30 60 90 120 150

その他（地方譲与税など）

97億724万円（75.6％）

35億3,187万円（66.8％）

3億3,616万円（12.1％）

1億円（18.9％）

14億9,872万円（44.5％）

3億3,188万円（41.6％）

18億4,736万円（31.6％）

570万円（0.2％）

地方交付税

市税

県支出金

国庫支出金

繰入金

諸収入

使用料及び手数料

会　　計　　名 予算現額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率
住宅新築資金等貸付事業 270万円 196万円 72.6 ％ 18万円 6.7 ％
土地取得事業 6,250万円 6,054万円 96.9 ％ 6,054万円 96.9 ％
国民健康保険事業（事業勘定） 80億 6,020万円 28億 5,077万円 35.4 ％ 33億 2,974万円 41.3 ％
国民健康保険事業（直診勘定） 4億 6,380万円 1億 2,004万円 25.9 ％ 1億 8,699万円 40.3 ％
後期高齢者医療事業 7億 6,430万円 2億 5,371万円 33.2％ 2億 5,151万円 32.9 ％
介護保険事業（保険事業勘定） 62億 6,927万円 22億 4,361万円 35.8 ％ 25億 5,180万円 40.7 ％
簡易水道事業 4億 380万円 6,785万円 16.8 ％ 1億 4,542万円 36.0％
公共下水道事業 13億 9,224万円 1億 2,252万円 8.8 ％ 5億 7,546万円 41.3 ％
特定環境保全公共下水道事業 9,920万円 474万円 4.8 ％ 3,710万円 37.4 ％
農業集落排水事業 10億 6,660万円 2,280万円 2.1 ％ 3億 4,800万円 32.6 ％
漁業集落排水事業 3億 9,950万円 2,494万円 6.2 ％ 1億 2,927万円 32.4 ％
林業集落排水事業 330万円 9万円 2.7 ％ 97万円 29.4 ％
特定地域生活排水事業 5,320万円 238万円 4.5 ％ 1,608万円 30.2 ％
個別排水事業 1,260万円 53万円 4.2 ％ 398万円 31.6 ％
駐車場事業 1,752万円 1,018万円 58.1 ％ 1,067万円 60.9 ％

合　　　　　計 190億 7,073万円 57億 8,666万円 30.3 ％ 76億 4,771万円 40.1 ％

財
政
状
況
の
公
表

市
で
は
、
上
半
期
と
下
半
期
の
年
２
回
、
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

一般会計予算額は、当初予算に 324 億円を計上し、その後の３回の予算補正
（６億 3,463 万円）と平成 22 年度からの繰越明許費（13 億 4,672 万円）を加え、
９月末現在で総額 343 億 8,135 万円となっています。
９月末における収支状況は、収入済額 173 億 5,893 万円で執行率 50.5％、支
出済額 114 億 750 万円で執行率 33.2％となっています。

歳入

歳出

一般会計の
執行状況

特別会計の
執行状況

（単位：億円）

予算現額
収入済額（収入率）

※実績数値

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

29億4,615万円（30.4％）民生費

24億4,526万円（48.6％）公債費

13億8,987万円（31.9％）総務費

4億1,563万円（16.1％）農林水産業費

10億5,599万円（32.0％）衛生費

10億6,280万円（33.9％）教育費

7億9,674万円（24.0％）土木費

6億1,850万円（41.8％）商工費

4億2,535万円（42.6％）消防費

2億5,121万円（49.8％）その他（議会費など）

予算現額
支出済額（支出率）

※実績数値

（単位：億円）

特別会計とは、公共下水道事業など特定の目的をもって事業を行う場合に、そ
の収支を明確にするために独立した会計をいいます。病院事業と水道事業を
除く 15 の特別会計の当初予算総額は 189 億 2,290 万円で、その後の予算補正

（8,517 万円）と平成 22 年度からの繰越明許費（6,266 万円）を加え、９月末
現在で総額 190 億 7,073 万円となっています。

予算額 343億8,135万円

予算額 343億8,135万円

収入済額 173億5,893万円

収入済額 114億750万円

執行率 50.5％

執行率 33.2％

平成23年度
上半期
平成23年４月１日
　　　〜９月30日
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会　計　名 現在高 構成比
一般会計 356億4,194万円 70.3%
住宅新築資金等貸付事業 50万円 0.0%
国民健康保険事業（直診勘定） 1億2,670万円 0.3%
簡易水道事業 16億 1,371万円 3.2%
公共下水道事業 74億6,015万円 14.7%
特定環境保全公共下水道事業 4億 993万円 0.8%
農業集落排水事業 35億1,099万円 6.9%
漁業集落排水事業 17億5,309万円 3.5%
林業集落排水事業 1,105万円 0.0%
特定地域生活排水事業 1億 530万円 0.2%
個別排水事業 6,274万円 0.1%

合　計 506億9,610万円 100.0%

市債とは、道路や下水道など公共施設の建設の際に一時
的に多くの資金を必要とする場合に認められる長期借入
金のことです。その返済を元利償還という形で長期間（５
〜 40 年）にわたって返済することにより、世代間の住
民負担を公平にする役割を果たしています。

市債残高の状況

区　　分 面積・金額
土　地 5,691,913 ㎡
建　物 447,152 ㎡
山　林 137,817,194 ㎡
有価証券 9,340 万 円
出資による権利 ６億 1,532 万 円
債　権 2 億 5,754 万 円

基　金
現　金 118 億 1,617 万 円
土　地 2 億 9,447 万 円
現　物 84 万 円

市では、不要となった財産について維持管理経費の削減、
財源確保の観点から積極的に処分または貸付を行ってい
ます。（病院事業会計、水道事業会計に属する財産は含
んでいません。）

市有財産の状況

一時借入金とは、一時的に資金が不足する場合に短期間
借入するものですが、平成２３年９月末現在では一時借
入金残高はありません。

一時借入金の状況

問い合わせ 財政課（２５・３6８２）
財産管理課（２５・３１４３）

上半期に取り組んだ
主な事業

□東日本大震災への対応
　東日本大震災への対応として、福島県会津若松市
へ見舞金を送付しました。また、被災地での復旧活
動や健康相談などを行うため職員を派遣しました。

□総合窓口ワンストップ化推進事業
　住民異動等に伴う各種手続きについて、迅速化、
簡素化を図り、一つの窓口で対応できる総合窓口を
７月に開設しました。

□山口国体開催事業
　10 月に開催された山口国体（国民体育大会）お
よび山口大会（全国障害者スポーツ大会）実施に向
けた準備を行いました。

□地域見守りネットワーク整備強化事業
　住み慣れた地域で安心して生活を送ることができ
る地域社会をつくるため、市、社会福祉協議会、民
生委員、児童委員、町内会等が協力して、地域の実
情に応じた支え合い体制および要援護者の見守り体
制づくりを引き続き事業展開しています。

□道路新設改良事業
　新清掃工場への連絡道となる小

お ば ら あ ぜ た
原畔田線、むつみ

地域の千石台地区と公共施設を結ぶ鈴
すずもうだい

毛台線の道路
整備、川上地域と福栄地域を結ぶ生

うぶのこうざか
野高坂線の改良

工事等を実施しました。

□民間住宅リフォーム資金助成事業
　市民の住環境の向上と市内事業者の受注機会の拡
大を図るため、住宅リフォームに係る工事費の一部
に対して補助を行いました。

□起業化支援事業
　市内での起業を促し、雇用の促進等を図るため、
独創性および発展性をもって起業する方に対して支
援を行いました。

□小中学校施設耐震化事業
　児童生徒の安全な教育環境を確保するため、市内
10 校（小学校７校、中学校３校）の校舎や屋内運
動場の耐震診断を実施しました。今後、診断結果を
踏まえ補強や改築などを行っていきます。

□萩セミナーハウス改修事業
　山口県から譲渡を受けた「旧萩青年の家」を、新
たに誰もが利用できる「萩セミナーハウス」として
活用するため 11 月のオープンに向け、大規模改修
を行いました。
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Ｖ
奪
還
！
和
牛
共
進
会
で
総
合
優
勝
！ 

グランドチャンピオンの「あいこ」号と中村達義さん夫妻 団体優勝した出品者のみなさん

　

山
口
県
健
康
福
祉
祭
で
12
回
目
の
金
賞
を

受
賞
し
た
土
井
吉
五
郎
さ
ん
（
椿
東
、93
歳
）

が
、
10
月
熊
本
県
の
全
国
健
康
福
祉
祭
く
ま

も
と
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
熊
本
）
の
書

書
を
始
め
て
80
年 

筆
が
自
然
に
動
き
出
す

の
部
で
、
最
高
齢
者
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
書
道
に
興
味
を

持
っ
た
の
は
14
歳
。
55
歳

で
書
道
塾
を
開
き
、
多
く

の
生
徒
に
書
の
楽
し
さ
を

伝
え
ま
し
た
。
今
で
も
、

毎
朝
１
〜
２
時
間
、
書
の

稽
古
を
欠
か
す
こ
と
な

く
、「
出
品
す
る
と
き
は

約
１
０
０
０
枚
書
く
。
そ
う
す
れ
ば
筆
が
自

然
に
動
き
出
す
」
と
い
う
土
井
さ
ん
。「
書

は
生
き
が
い
。
書
け
ば
書
く
ほ
ど
上
達
す
る

面
白
み
が
あ
る
」
と
生
涯
現
役
で
す
。

　

従
来
の
浄
水
施
設
等
の
老
朽
化
（
昭
和
36

年
設
置
）
お
よ
び
水
圧
不
足
地
域
の
解
消
を

図
る
た
め
、
平
成
20
年
か
ら
相
島
簡
易
水
道

施
設
整
備
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
相
島

浄
水
場
の
完
成
に
伴
い
、
竣
工
式
を
11
月
８

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
相
島
の
皆
さ
ん
が
、
安
全

で
お
い
し
い
水
を
安
定
的
に
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

事
業
期
間　

平
成
20
〜
23
年
度

総
事
業
費　

約
２
億
９
０
０
０
万
円

計
画
給
水
人
口　

２
８
４
人

計
画
一
日
最
大
給
水
量　

１
２
６
㎥

相
島
簡
易
水
道
浄
水
場 

完
成

出品区分 入賞 出品者

黒
毛
和
種
※

若牛１区 優等賞１席 中野大
たいえいすけ

穎右（高俣）

若牛２区

優等賞1席
（グランドチャンピオン）中村達義（高俣）

優等賞 2 席 大田伸太郎（紫福）
1 等賞 村田守（高俣）

若牛３区 優等賞 2 席 長沢台生産組合（紫福）

枝肉区
優等賞 長沢台生産組合（紫福）
優等賞 蔵田泰好（小川）

無角和種参考区 － 無角和種振興公社（福賀）

女性審査競技 第 2 位
あぶらんど萩和牛改良組合(むつ
み畜産女性部チーム：松中律子、
中村かおる、千葉佳織）

■和牛共進会の入賞牛 　

10
月
27
日
、
山
口
県
中
央
家
畜
市
場
（
山

口
市
嘉
川
）
で
「
山
口
県
畜
産
共
進
会
和
牛

共
進
会
」
が
開
催
さ
れ
、
阿
武
萩
管
内
か
ら

計
16
頭
が
出
場
し
、
各
出
品
区
で
上
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

　

黒
毛
和
種
若
牛
２
区
で
優
等
賞
１
席
を
受

賞
し
た
「
あ
い
こ
」
号
は
、
全
部
門
総
合
の

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、阿
武
萩
管
内
（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
）

は
、
こ
れ
ま
で
59
回
行
わ
れ
た
和
牛
共
進
会

で
平
成
20
年
に
続
き
２
度
目
と
な
る
団
体

優
勝
を
獲
得
し
、
畜
産
農
家
の
生
産
意
欲

の
向
上
に
大
き
く
寄
与
す
る
結
果
を
残
し

ま
し
た
。

（若牛１区〜３区は、牛の月齢による区分）
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10
月
20
日
、
む
つ
み
中
学
校
の
マ
ツ
タ
ケ

狩
り
が
学
校
林
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
活

動
は
、
山
林
に
親
し
み
を
持
ち
自
然
の
豊
か

さ
を
大
切
に
す
る
「
森も

り林
の
教
室
」
の
一
環

と
し
て
平
成
７
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
32
人
が
ア
カ
マ
ツ
林
を
上
っ
て

い
く
と
、
マ
ツ
タ
ケ
の
香
り
が
漂
っ
て
き
ま

す
。
収
穫
量
は
34
本
（
約
２
㎏
）
と
昨
年
を

上
回
り
、
採
れ
た
マ
ツ
タ
ケ
は
、
小
中
学
校

の
給
食
で
味
わ
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
笠
の
開
い
た
マ
ツ
タ
ケ
が
多
く
、

胞
子
が
空
中
を
飛
び
来
年
の
収
穫
の
た
め
に

は
良
い
そ
う
で
す
。　

　

10
月
15
、
16
日
に
見
島
で
「
全
国
凧
揚
げ

大
会
in
見
島
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

催
し
は
、
都
市
住
民
と
の
交
流
促
進
と
地
域

の
活
性
化
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
今
年

は
全
国
か
ら
５
組
の
長
男
家
族
を
含
む
約
90

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

16
日
の
大
会
当
日
は
、
若
干
風
は
強
い
も

の
の
、
前
日
の
雨
も
上
が
り
、
絶
好
の
凧
揚

げ
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

創
作
凧
の
連
凧
や
長
男
出
生
を
祝
う
長
男

家
族
の
鬼
よ
う
ず
、
ま
た
畳
６
畳
分
の
大
鬼

よ
う
ず
も
揚
が
り
ま
し
た
。
見
学
者
も
多
く

来
ら
れ
、
盛
大
な
大
会
に
な
り
ま
し
た
。

見
島
で
全
国
凧
揚
げ
大
会

　

10
月
16
日
、
む
つ
み
（
片
俣
）
の
小
国
地

区
で
、
農
事
組
合
法
人
小お
ぐ
に国
フ
ァ
ー
ム
（
中

村
行ゆ
き
の
ぶ信
代
表
理
事
）
主
催
の
「
み
の
り
感

謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
フ
ァ
ー
ム
は
、
平
成
13
年
に
設
立
さ

れ
た
農
家
13
戸
（
25
人
）
の
農
事
組
合
法
人

で
、
今
年
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
毎
年
秋
に

は
都
市
部
の
消
費
者
を
迎
え
て
収
穫
に
感
謝

す
る
こ
の
お
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
約
80
人
の
参
加
が
あ
り
、
稲
刈

り
体
験
・
餅
つ
き
体
験
・
猪
い
の
し
し

牧
場
見
学
・

米
つ
か
み
ど
り
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。　 小

国
フ
ァ
ー
ム
「
み
の
り
感
謝
祭
」

　

10
月
12
日
〜
15
日
、
見
島
小
学
校
３
〜
６

年
生
17
人
が
む
つ
み
地
域
で
農
業
の
宿
泊
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
子
ど
も
農
山
漁
村

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
行
わ
れ
、

受
け
入
れ
先
と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
民
泊
ツ
ア
ー
等
を
実
施
し
て
い

る
萩
市
ふ
る
さ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

（
高
橋
正ま
さ
の
ぶ演
会
長
）
で
す
。

　

漁
業
地
域
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち
は
、

稲
刈
、
だ
い
こ
ん
の
収
穫
、
牛
の
飼
育
な
ど
、

日
常
で
は
経
験
で
き
な
い
農
村
で
の
生
活
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

見
島
小
が
農
山
漁
村
交
流

む
つ
み
中
、
学
校
林
で
マ
ツ
タ
ケ
狩
り
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10
月
21
日
、
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
当

時
の
育
英
館
の
授
業
風
景
を
再
現
し
た
幕
末

体
験
育
英
塾
が
須
佐
の
益
田
館
で
開
催
さ

れ
、
須
佐
地
域
の
小
学
６
年
生
が
当
時

に
近
い
わ
ら
草
履
や
剣
道
着
、
着
物
姿
で

授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

塾
長
の
須
佐
郷
土
史
研
究
会
会
長
の
西
村

武た
け
ま
さ正

さ
ん
や
岩
本
道
場
の
豊
田
盛さ
か
りさ

ん
か

ら
須
佐
の
歴
史
や
剣
術
等
を
習
い
ま
し
た
。

　

授
業
は
正
座
で
受
け
る
た
め
、
普
段
正
座

を
す
る
機
会
の
少
な
い
子
ど
も
た
ち
に
は
、

少
し
つ
ら
い
授
業
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

初
め
て
の
田
万
川
地
域
総
合
防
災
訓
練

　

10
月
22
日
、
平
山
台
ま
つ
り
が
、
小
川
果

樹
選
果
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
２
回
目
と
な
る
お
祭
り
は
、
平
山

台
果
樹
生
産
組
合
（
山
本
卓
矢
会
長
）
が
企

画
、
主
催
し
秋
の
実
り
の
多
い
こ
の
時
期
に

合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
で
は
、
平

山
台
で
生
産
さ
れ
た
ナ
シ
、
り
ん
ご
、
く
り
、

ぶ
ど
う
な
ど
の
旬
の
果
物
の
試
食
・
販
売
を

は
じ
め
、秋
の
み
の
り
満
載
の
「
み
の
り
汁
」

の
ふ
る
ま
い
も
あ
り
ま
し
た
。

　

平
山
台
果
樹
園
の
ナ
シ
を
生
産
し
て
い
る

小
川
梨
生
産
組
合
は
、
今
年
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

ま
る
果
じ
り
！
平
山
台
ま
つ
り

幕
末
の
授
業
を
体
験　

須
佐
育
英
塾

　

10
月
30
日
、
福
栄
夢
る
〜
ら
る
雲
海
（
福

井
上
）
で
「
い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

不
作
や
猿
の
被
害
の
影
響
で
、
開
催
で
き

な
い
年
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
さ
つ

ま
い
も
の
出
来
も
良
く
た
く
さ
ん
採
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
小
雨
の
降
る
中
、
長
靴
や
、

カ
ッ
パ
姿
で
収
穫
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
福
引

き
抽
選
会
等
の
催
し
も
行
わ
れ
、
大
変
賑
わ

い
ま
し
た
。　

平
わ
ら
び
台
で

い
も
堀
り
フ
ェ
ス
タ

　

10
月
23
日
、
江
崎
地
区
と
小
川
地
区
で
、

地
域
の
本
格
的
な
防
災
訓
練
と
し
て
は
初
め

て
田
万
川
地
域
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
合
計
３
８
３
人
の
地
域
住
民
が
参
加

し
、
避
難
訓
練
や
消
火
訓
練
、
災
害
時
要
援

護
者
の
支
援
訓
練
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

田
万
川
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
参
加

の
大
規
模
な
防
災
訓
練
は
実
施
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し

て
市
民
の
防
災
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
り
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
心
構
え
を
も
っ
て
、
来
年
度
以
降
も

引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

小川地区の消火訓練
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紅
葉
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
で
す
。
萩
・
長

門
峡
観
光
遊
覧
船
で
紅
葉
狩
り
は
い
か
が
で

す
か
。
ダ
ム
湖
面
か
ら
見
上
げ
る
切
り
立
っ

た
山
々
の
岩
肌
の
白
と
紅
葉
の
赤
や
黄
色
は

息
を
の
む
ほ
ど
の
絶
景
で
す
。
阿
武
川
ダ
ム

か
ら
長
門
峡
に
か
け
て
運
航
す
る
90
分
乗
船

の
重
じ
ゅ
う
べ
い塀
岩
コ
ー
ス
が
お
勧
め
で
す
。
ぜ
ひ

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

料
金
は
、重
塀
岩
コ
ー
ス
が
２
０
０
０
円
、

50
分
乗
船
の
佐さ

ざ

れ
々
連
コ
ー
ス
が
１
２
０
０

円
、
子
ど
も
は
、
６
０
０
円
で
、
11
月
30
日

（
水
）
ま
で
運
航
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
30
日
、
現
在
整
備
事
業
を
継
続
し
て

い
る
中
央
公
園
に
創
立
40
周
年
を
迎
え
た
萩

東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら
藤
の
苗
木
、
藤

棚
、
木
製
テ
ー
ブ
ル
、
木
製
ベ
ン
チ
の
寄
贈

が
あ
り
、
植
樹
式
が
中
央
公
園
水
の
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
品
は
、
市
民
が
集
う
水
の
広
場
に
日

陰
の
憩
い
の
場
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

植
樹
式
後
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
所
と
こ
ろ

功い
さ
お

氏
（
京
都
産
業
大
学
教
授
）
を
講
師
に

迎
え
、「
松
陰
と
そ
の
家
族
」
と
題
し
、
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
阿
部
孟た
け
つ
ぐ
二
さ
ん
（
福
岡
市
在

住
）
か
ら
、
世
界
遺
産
候
補
の
恵
美
須
ケ
鼻

造
船
所
（
小
畑
）
で
幕
末
期
に
萩
藩
が
建
造

し
た
「
丙へ
い
し
ん
ま
る

辰
丸
」・「
庚こ
う
し
ん
ま
る

申
丸
」
と
薩
摩
藩
建

造
の
「
昇
し
ょ
う
へ
い
ま
る

平
丸
」
の
洋
式
軍
艦
模
型
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
部
さ
ん
は
萩
市
出
身
で
、
帆
船
模
型
の

製
作
を
趣
味
に
さ
れ
、
昨
年
も
幕
府
が
オ
ラ

ン
ダ
か
ら
購
入
し
た
軍
艦
「
咸か
ん
り
ん
ま
る

臨
丸
」
を
萩

市
に
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。11
月
20
日
ま
で
、

萩
博
物
館
の
「
萩
学
コ
ー
ナ
ー
」
で
４
隻
の

模
型
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
園
水
の
広
場
に

藤
棚
・
ベ
ン
チ
を
寄
贈

幕
末
期
の
軍
艦
模
型
を

寄
贈

　

10
月
30
日
、
新
図
書
館
と
な
っ
て
記
念

す
べ
き
第
1
回
目
の
「
萩
図
書
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
雨
の
中
、
約

１
０
０
０
人
の
方
が
来
館
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
み
ん
な
の
図
書
館
主
催
に
よ
る

本
の
帯
作
品
の
表
彰
も
行
わ
れ
、「
鴨か
も
が
わ川

ホ

ル
モ
ー
」
の
本
の
帯
を
作
成
し
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
盛
も
り
し
げ重
賢け
ん
ぞ
う
造
さ
ん
（
山
口
市
）
ほ
か
、

10
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
子
書
籍
体
験
会
や
し
お
り
作
り

講
座
、お
は
な
し
会
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
の

「
図
書
館
ま
つ
り
」

子どもに人気が高かったふろく釣りゲーム

萩
・
長
門
峡
観
光
遊
覧
船

で
紅
葉
を
堪
能　
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萩
市
民
病
院 　

２
５
・
１
２
０
０

75

医師：大藤 晃
あきら

萩市民病院

専門：整形外科

転
ば
ぬ
先
の
杖
、
ロ
コ
モ
予
防

～
ロ
コ
モ
予
防
で
生
活
習
慣
病
の
改
善
も
～

　

１
年
半
あ
ま
り
前
、
本
欄
で
メ
タ
ボ
の

運
動
器
版
と
い
え
る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
、
略
し
て
ロ
コ
モ
（
運
動
器
症

候
群
＝
運
動
器
系
の
衰
え
や
骨
粗
し
ょ
う

症
に
よ
り
、
要
介
護
の
状
態
や
要
介
護
リ

ス
ク
の
高
い
状
態
に
あ
る
こ
と
）
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
要
介
護
の
原
因
と
し
て
65

歳
以
上
の
女
性
で
は
、
ロ
コ
モ
が
３
割
弱

を
占
め
て
い
ま
す
。
ロ
コ
モ
予
防
の
基
本

は
、
定
期
的
な
運
動
と
転
倒
防
止
の
た
め

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
改
善
で
す
。

  

宇
宙
飛
行
士
で
も

  

歩
け
な
く
な
る
!?

　

運
動
器
は
、
主
に
骨
（
関
節
）
と
筋
肉

か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
骨
は
生
き
た

臓
器
で
カ
ル
シ
ウ
ム
の
貯
蔵
庫
で
す
。
毎

日
、
骨
細
胞
が
骨
を
作
り
、
破
骨
細
胞
が

骨
を
壊
し
、
日
々
少
し
ず
つ
入
れ
替
わ
っ

て
い
ま
す
。
運
動
不
足
で
骨
に
負
担
が
あ

ま
り
か
か
ら
な
く
な
る
と
、
骨
か
ら
カ
ル

シ
ウ
ム
が
徐
々
に
な
く
な
り
、
骨
が
も
ろ

く
な
り
ま
す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
筋
肉
や
関
節
も
使
わ
な

い
と
そ
の
力
を
急
速
に
失
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
例
え
ば
、
屈
強
な
宇
宙
飛
行
士
も
１

週
間
、
無
重
力
空
間
で
運
動
せ
ず
に
過
ご

す
と
、
地
球
に
帰
っ
て
か
ら
自
力
で
歩
く

こ
と
も
で
き
な
く
な
る
ほ
ど
で
す
。

  
ま
ず
は
無
理
の
な
い

  
運
動
か
ら
！

　

こ
れ
ら
運
動
器
は
、
常
日
頃
か
ら
動
か

す
こ
と
（
ケ
ア
す
る
こ
と
）
で
そ
の
機
能

低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
勧
め

は
１
日
30
分
、
週
に
３
回
以
上
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動
で
す
。

　

時
間
と
回
数
の
目
安
は
、
翌
日
に
疲
れ

を
残
さ
な
い
程
度
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し

た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

体
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
も
改
善
さ
れ
、
転
倒

予
防
に
な
り
ま
す
。
前
後
に
は
足
腰
の
ス

ト
レ
ッ
チ
を
忘
れ
ず
に
行
い
、
体
の
柔
軟

性
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

外
に
出
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方
は
、

屋
内
で
の
そ
の
場
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
足
踏

み
）
や
椅
子
に
座
っ
て
の
足
踏
み
等
か
ら

行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

た
だ
し
、
既
に
心
臓
の
病
気
を
指
摘
さ

れ
て
い
た
り
、
動
く
と
息
切
れ
・
痛
み
を

起
し
た
り
す
る
場
合
に
は
医
師
に
相
談
し

て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
仕
事
な

ど
で
体
を
使
い
過
ぎ
た
日
に
は
筋
肉
の
ス

ト
レ
ッ
チ
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
中
心
に
行
う

よ
う
に
し
、
過
度
の
負
荷
は
避
け
ま
し
ょ

う
。

  

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
生
活
を
！

　

バ
ラ
ン
ス
良
い
食
事
と
カ
ル
シ
ウ
ム
摂

取
を
心
が
け
、
カ
ロ
リ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
行
い
、
肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
等
の
生
活
習

慣
病
、
そ
の
初
期
の
治
療
・
予
防
に
は
運

動
療
法
と
食
事
療
法
が
含
ま
れ
ま
す
。
ロ

コ
モ
予
防
は
こ
れ
ら
生
活
習
慣
病
の
予

防
・
改
善
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　

ま
た
、
喫
煙
は
体
の
筋
肉
を
硬
く
す
る

と
の
デ
ー
タ
が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
骨

粗
し
ょ
う
症
の
危
険
因
子
に
も
な
り
ま

す
。
禁
煙
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

  

ロ
コ
モ
予
防
で

  

心
身
を
健
や
か
に
！

　

と
こ
ろ
で
、
転
倒
の
多
い
季
節
は
い
つ

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く

る
冬
（
特
に
寒
く
な
り
始
め
）
で
す
。
寒

さ
で
体
が
硬
く
な
り
、
着
用
す
る
衣
服
も

増
え
る
の
で
動
き
が
鈍
く
、
バ
ラ
ン
ス
を

く
ず
し
や
す
い
た
め
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
寒
さ
が
厳
し
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
常
日
頃
か
ら
運
動
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
、
そ
し
て
、
ロ
コ
モ

予
防
で
生
活
習
慣
病
も
予
防
し
ま
し
ょ

う
。
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

赤
間
硯
・
墨
、
お
い
こ
ハ
ン
テ
ン
、

オ
ー
デ
ィ
オ
ラ
ッ
ク
、
学
習
机
・
椅

子
、
キ
ー
ボ
ー
ド
（
電
気
式
）、
着

物
（
訪
問
着
）、
着
物
（
男
女
）、
砂

時
計
、
整
理
ダ
ン
ス
、
漬
物
用
か
め
、

鉄
の
釜
、
テ
レ
ビ
、
灯
油
缶
、
火
鉢
、

蒸
し
器
、
メ
ロ
デ
ィ
時
計
、
餅
つ
き

機
、
洋
服
ダ
ン
ス

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

家
庭
用
金
庫
、萩
商
工
高
校
制
服（
男

子
用
）、
結
納
セ
ッ
ト

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
お
正
月
飾
り
作
り
講
座

■
と
き  

12
月
11
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午

■
内
容　

古
布
を
使
っ
て
お
正
月
小

物
づ
く
り

■
定
員　

20
人
程
度

▽
参
加
料　

１
０
０
円（
材
料
費
別
）

▽
申
込
先　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

山
陰
道（
萩
・
三
隅
道
路
）

は
自
動
車
専
用
道
路
で
す

　

９
月
23
日
に
萩
・
三
隅
道
路（
長

門
市
三
隅
中
〜
萩
市
椿
）
が
開
通

し
ま
し
た
が
、
歩
行
者
、
自
転
車

等
が
誤
っ
て
進
入
し
て
い
ま
す
。

　

萩
・
三
隅
道
路
は
開
通
後
「
山

陰
道
」
に
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
山
陰
道
は
、
自
動
車
専
用
道

路
の
た
め
「
歩
行
者
、
自
転
車
、

軽
車
両
、
ミ
ニ
カ
ー
、
１
２
５
cc

以
下
の
自
動
二
輪
、
原
付
」
は

通
行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
国
道

１
９
１
号
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

山
陰
道
で
の
歩
行
、
自
転
車
等

の
利
用
は
大
変
危
険
で
す
の
で
、

絶
対
に
通
行
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

土
木
課
（
２
５
・
３
１
４
０
）

萩
市
景
観
計
画
変
更（
案
）

の
縦
覧
と
公
聴
会

　

椿
東
小
畑
地
区
の
高
さ
制
限

（
建
築
物
の
高
さ
が
16
ｍ
以
下
）

に
関
す
る
景
観
計
画
区
域
の
変
更

お
よ
び
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設

置
に
関
す
る
景
観
形
成
基
準
の
追

加
等
に
つ
い
て
、
萩
市
景
観
計
画

の
変
更
案
の
縦
覧
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
す
。

○
景
観
計
画
変
更（
案
）の
縦
覧

■
期
間　

11
月
16
日
（
水
）
〜
12

月
15
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
、
各

総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門
、（
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

■
意
見
の
提
出
方
法　

任
意
の
様

式
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
都
市
計
画
課
ま
た

は
各
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

に
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

メ
ー
ル

※
い
た
だ
い
た
意
見
は
十
分
に
検

討
し
、
こ
れ
に
対
す
る
市
の
考
え

を
後
日
、
縦
覧
場
所
で
公
表
し
ま

す
（
個
々
の
意
見
に
直
接
の
回
答

は
し
ま
せ
ん
）。

○
公
聴
会
の
開
催

■
と
き　

12
月
22
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
大
会
議
室

※
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

■
公
述
の
申
込
方
法　

12
月
15
日

ま
で
に
、
都
市
計
画
課
備
え
付
け

の
公
述
申
出
書
に
、意
見
の
要
旨
、

理
由
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
の
う

え
、
持
参
ま
た
は
郵
送
（
12
月
13

日
ま
で
の
消
印
有
効
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
７
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
４
０
１
１
、
メ
ー

ルtosikei@
city.hagi.lg.jp

）

「
平
成
24
年
版
山
口
県
民
手

帳
」
販
売
中

　

山
口
県
の
基
本
的
な
統
計
デ
ー

タ
、
観
光
ガ
イ
ド
や
観
光
図
、
県

内
郵
便
番
号
一
覧
表
な
ど
、
日
常

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
た

手
帳
で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
や
日

記
帳
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

■
価
格　

５
０
０
円

■
販
売
所　

企
画
課
、
各
総
合
事

務
所
地
域
振
興
部
門
、
支
所
・
出

張
所問

い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係（

２
５
・
３
６
９
０
）

至
福
栄
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母
子
寡
婦
福
祉
資
金（
貸
付
）

　

市
で
は
、
母
子
お
よ
び
寡
婦
世

帯
を
対
象
に
就
学
・
就
職
支
度
金
、

修
学
資
金
等
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

■
就
学
支
度
金
（
小
・
中
・
高
校
・

大
学
・
専
門
学
校
等
へ
入
学
す
る

た
め
の
資
金
）

▽
貸
付
額　

３
万
９
５
０
０
円
〜

59
万
円
（
就
学
先
に
よ
り
異
な
り

ま
す
）、
無
利
子

■
修
学
資
金
（
高
校
・
大
学
・
専

門
学
校
等
で
就
学
す
る
た
め
の
資

金
）

▽
貸
付
額　

月
額
１
万
８
０
０
０

円
〜
６
万
４
０
０
０
円
（
就
学
先

や
通
学
方
法
に
よ
り
異
な
り
ま

す
）、
無
利
子

■
就
職
支
度
金
（
子
ど
も
が
就
職

す
る
た
め
の
資
金
）

▽
貸
付
額　

10
万
円
、
無
利
子

※
こ
の
他
に
も
生
活
資
金
、
住
宅

資
金
、
転
宅
資
金
、
事
業
開
始
資

金
等
の
貸
付
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３

６
）、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口

部
門

電
子
申
請
（
予
約
）
サ
ー

ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
住
民
票
の
申
請
な
ど

の
電
子
申
請
（
予
約
）
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
住

民
票
な
ど
の
申
請
を
自
宅
や
職
場

な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行
い
、後
日
、

受
け
取
り
に
来
て
い
た
だ
く
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
窓
口
で
の
申
請
書
の

記
入
が
不
要
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
は
、
萩
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
電
子
申
請
（
予
約
）

サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
入
力
し
て
く
だ

さ
い
。

■
利
用
で
き
る
手
続
き

◦
住
民
票
の
交
付
申
請

◦
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
請

求◦
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
申
請

◦
納
税
証
明
書
の
交
付
申
請

◦
所
得
・
課
税
証
明
書
の
交
付
申

請◦
固
定
資
産
証
明
書
の
交
付
申
請

◦
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継

続
検
査
用
）
の
交
付
申
請

◦
ふ
る
さ
と
寄
付
の
申
し
込
み

※
利
用
可
能
な
手
続
き
を
、
随
時

追
加
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
報
課
（
２
５
・
３
１
７
８
）

ペ
ッ
ト
は
愛
情
と
責
任
を

も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
!!

　

ペ
ッ
ト
は
生
活
に
潤
い
と
安
ら

ぎ
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
人
た
ち

の
生
活
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
犬
の

放
し
飼
い
や
フ
ン
の
後
始
末
、
動

物
へ
の
無
責
任
な
餌
や
り
な
ど
に

よ
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と

は
、
責
任
を
も
っ
て
そ
の
一
生
の

面
倒
を
見
る
こ
と
で
す
。今
一
度
、

飼
い
方
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

【
犬
の
飼
い
方
】

◦
散
歩
の
と
き
は
、
必
ず
リ
ー
ド

を
付
け
、
フ
ン
を
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

◦
適
度
に
運
動
さ
せ
、
無
駄
吠
え

を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◦
死
亡
、
飼
い
主
の
住
所
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
市
へ
の
届
け
出

が
必
要
で
す
。

◦
迷
い
犬
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
首

輪
に
鑑
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　

６
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住

宅
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
６

月
現
在
、
萩
市
の
警
報
器
の
普
及

率
は
53
・
２
％
で
、
全
国
平
均

71
・
１
％
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
か
ら
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
、
設
置
を
さ
れ
て
い
な
い
世

帯
は
一
刻
も
早
く
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

■
設
置
す
る
場
所　

寝
室
。
２
階

以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、
階

段
上
部
に
も
設
置
が
必
要

■
設
置
す
る
位
置　

天
井
ま
た
は

壁
。

※
天
井
の
場
合
は
壁
か
ら
60
㎝
、

壁
の
場
合
は
天
井
か
ら
15
㎝
以
上

50
㎝
以
内
の
位
置
に
設
置
し
ま

し
ょ
う
。
エ
ア
コ
ン
の
噴
き
出
し

口
か
ら
は
1.5
ｍ
以
上
離
し
ま
し
ょ

う
。

■
販
売
場
所　

電
気
店
、
家
電
量

販
店
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
電
気

製
品
取
扱
店
、
ガ
ス
取
扱
事
業
所

等
。

■
価
格　

１
個
約
２
０
０
０
円
〜

１
万
円

○
住
宅
用

火
災
警
報
器
の

取
り
付
け
を
支
援
し
ま
す

　

消
防
本
部
で
は
11
月
か
ら
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
購
入
し
た
が

取
り
付
け
が
困
難
な
方
へ
の
支
援

を
始
め
ま
し
た
。

■
訪
問
日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
４

時■
対
象
者　

①
65
歳
以
上
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

②
75
歳
以
上
ふ
た
り
暮
ら
し
の
方

■
支
援
内
容　

職
員
が
ご
自
宅
を

訪
問
し
、
購
入
さ
れ
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
取
り
付
け
ま
す

申
し
込
み

消
防
本
部
予
防
課

（
２
５
・
２
７
９
８
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
は
お
済
み
で
す
か
？
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日 開 議 日　程

30日（水）10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

1日（木） 10：00 議案質疑、議員提出議案・請願

5日（月）～
7日（水） 10：00 一般質問

8日（木） 10：00 各特別委員会

9日（金）
12日（月）10：00 各常任委員会

14日（水）14：00 委員長報告、質疑・討論・表決

■と　き　11月30日（水）〜12月14日（水）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

◆議会関係（一般質問）
◦萩ケーブルネットワーク（122ch）で生中継、
　12 月８日から土・日曜日を除き録画放送（一
　部変更となる場合があります）。
◦エフエム萩（77.5MHz）で生中継。
◦萩市総合情報施設（農村型ケーブルテレビ）
　で、12 月 12・13・16 日に録画放送。
　 問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

萩市議会 12 月定例会 ○
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　

生
後
３
か
月
以
上
に
な
っ
た

ら
、
登
録
（
生
涯
一
回
）
と
狂
犬

病
予
防
注
射
（
毎
年
一
回
）
を
必

ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
ね
こ
の
飼
い
方
】

•
他
人
の
家
に
フ
ン
や
尿
を
し
た

り
、
車
に
上
が
っ
て
キ
ズ
を
つ
け

た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
飼
い
ま
し
ょ
う
。

•
避
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
の
繁
殖

制
限
を
し
ま
し
ょ
う
。

•
迷
い
ね
こ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、

首
輪
や
名
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

○
無
責
任
な
餌
付
け
は
や
め
ま

し
ょ
う

　

野
良
ね
こ
に
餌
を
与
え
る
と
ね

こ
が
増
え
、
周
囲
に
フ
ン
尿
等
の

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
す
べ
て

の
人
が
動
物
好
き
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
飼
う
自
覚
が
な
い
無
責
任
な

餌
付
け
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
訓
練

　

航
空
自
衛
隊
で
は
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
災
害
に
備
え
萩
市

上
空
で
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
訓
練

を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

訓
練
が
夜
間
に
お
よ
ぶ
場
合

は
、
防
災
メ
ー
ル
や
防
災
行
政
無

線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

航
空
自
衛
隊
見
島
分
屯
基
地

（
２
３
・
２
０
１
１
）

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
指
定

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
工
事

店
に
加
わ
り
ま
し
た
。

○
有
限
会
社
ナ
ガ
ヨ
シ
技
建
む
つ

み
営
業
所
（
高
佐
下
）

（
０
８
３
８
８
・
８
・
０
７
４
８
）

※
排
水
設
備
工
事
を
施
工
の
際
は

必
ず
指
定
工
事
店
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
建
設
課

（
２
５
・
４
６
５
１
）

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
11
月
１
日
号
の
国
体
入
賞

者
・
ホ
ッ
ケ
ー
成
年
女
子
は
「
松

中
は
る
な
」
さ
ん
で
し
た
。

　

お
詫
び
の
上
、
訂
正
し
ま
す
。

市
役
所
臨
時
職
員

（
緊
急
雇
用
）

　

急
激
な
経
済
情
勢
の
変
動
に
よ

り
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
非

正
規
労
働
者
や
中
高
年
齢
者
等
の

失
業
者
の
方
々
に
対
し
て
、
次
の

雇
用
ま
で
の
緊
急
か
つ
一
時
的
な

雇
用
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

■
申
込
期
限　

11
月
25
日

■
申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
に
希
望
職
種
を
記

入
し
、
離
職
票
な
ど
離
職
を
証
明

で
き
る
も
の
の
写
し
を
添
え
て
郵

送
（
当
日
必
着
）
ま
た
は
持
参
。

※
離
職
を
証
明
す
る
書
類
が
な
い

場
合
は
履
歴
書
に
退
職
年
月
日
や

退
職
の
理
由
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
総

務
課
人
事
係
（
２
５
・
１
２
３
９
）

職　種 募集人数
（予定） 雇用期間 資格

等 勤務場所 職務内容 勤務時間等 賃金

市民税相談
事務補助員

2 人 1月4日〜3月31日

なし 税務課
（市民税係）

課税資料の整理、確
定申告受付業務等 平日の　　　

午前８時30分
～

午後５時15分

日額
5,700 円

（距離により
交通費あり）

2 人 2月1日〜3月31日

1 人 3月1日〜3月31日

固定資産税
事務補助員 1 人 12月15日〜３月31日

（うち58日程度） なし 税務課
（固定資産税係）

固定資産税関係の申
告書発送・収受、関
連する申告資料の確
認・整理事務等
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㈲
萩
海
運
事
務
員

■
募
集
人
員　

２
人

■
職
種　

本
社
事
務
員

■
応
募
資
格　

満
18
歳
以
上
30
歳

以
下

■
待
遇　

萩
海
運
有
限
会
社
給
与

規
程
に
よ
る

■
試
験
日　

12
月
予
定

■
採
用
日　

平
成
24
年
１
月
１
日

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
ま
で

に
、
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼

付
し
、
萩
海
運
本
社
に
提
出

申
し
込
み

萩
海
運
（
２
５
・
２
０
４
０
）

宝
さ
が
し
〜
７
つ
の
ナ
ゾ

　

萩
ス
カ
ウ
ト
協
議
会
で
は
、
萩

地
域
の
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
ナ
ゾ

を
解
き
、地
図
を
完
成
さ
せ
て
、
宝

さ
が
し
を
す
る
催
し
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

12
月
４
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時（
受
付
９
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

萩
地
域
内
（
中
央
公

園
集
合
・
解
散
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上
（
保
護

者
同
伴
可
）

■
持
参
品　

弁
当
、
水
筒
、
タ
オ

ル
等

■
参
加
料　

２
０
０
円
（
保
険
料

等
）主

催
・
申
し
込
み

11
月
30
日
ま
で
に
、
萩
ス
カ
ウ
ト

協
議
会
事
務
局
（
２
２
・
４
７
２

３
）
渡
辺
へ

は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流
会

■
と
き　

12
月
６
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

■
講
師　

お
は
な
し
の
出
前
ジ
ョ

イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩
「
草
の
芽
」
の

み
な
さ
ん

■
対
象
者　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員
、
子
育

て
中
の
方
、
子
育
て
に
関
心
の
あ

る
方
（
親
子
で
参
加
）

申
し
込
み

11
月
22
日
ま
で
に
、
は
ぎ
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
２
４
・
０
５
３
０
）
へ

家
族
介
護
者
支
援
事
業

「
家
族
介
護
者
交
流
会
」

　

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
高
齢
者
虐
待
に
つ
い
て
の
研
修

と
、
介
護
者
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
８
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
20
分

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

在
宅
で
ご
家
族
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
料　

４
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

11
月
21
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

へ萩
市
子
ど
も
会
イ
ン
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
（
第
３
期
）

　

異
年
齢
集
団
で
の
共
同
生
活
を

通
じ
て
、
子
ど
も
会
活
動
の
基
本

知
識
・
技
術
を
ふ
ま
え
た
創
造
的

な
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
目
指
し
ま

す
。

　

他
校
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流

し
、
楽
し
い
思
い
出
と
仲
間
を
作

り
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
11
日
（
日
）
午
後
２
時
30

分
（
１
泊
２
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）

■
内
容　

昔
あ
そ
び
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
作
り
体
験

■
対
象
者　

小
学
校
４
〜
６
年
生

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
食
事

代
等
）

■
定
員　

30
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
主
催　

萩
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会申

し
込
み

11
月
30
日
ま
で
に
、
文
化
・
生
涯

学
習
課
（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

萩
博
物
館

自
然
ふ
し
ぎ
発
見
ツ
ア
ー

〜
海
の
宝
石
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
も
と

め
て
〜

　

古
代
人
が
「
お
金
」
に
使
っ
た

憧
れ
の
貝
・
タ
カ
ラ
ガ
イ
を
萩
博

物
館
と
っ
て
お
き
の
浜
辺
で
探
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

12
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
お
勧
め
の

海
岸
（
萩
博
物
館
講
座
室
集
合
）

■
内
容　

タ
カ
ラ
ガ
イ
に
関
す
る

話
・
ク
イ
ズ
の
後
、
館
お
勧
め
の

海
岸
で
ゲ
ー
ム
形
式
の
採
集
。
館

内
で
名
前
調
べ
・
ゲ
ー
ム
得
点
発

表
、
賞
品
贈
呈
。

■
持
参
品　

ビ
ニ
ー
ル
袋
、水
筒
、

防
寒
着

※
野
外
活
動
が
で
き
る
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
参
加
料　

３
０
０
円（
資
料
代
）

※
小
学
生
未
満
は
無
料
で
す
。

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
、
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
）

主
催
・
申
し
込
み

11
月
18
日
か
ら
、
萩
博
物
館
（
２

５
・
６
４
４
７
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３

１
４
２
、Ｅ
メ
ー
ルm

use@
city.

hagi.lg.jp

）
へ

県
営
住
宅
入
居
者

■
住
宅
名
、
家
賃
等

住宅名
募集区分・戸数 単身

入居間取り 家　賃 駐車場
使用料区分 戸数

無田ヶ原 一般 １ × 3DK 21,400 〜 42,100 円 800 円

第二無田ヶ原 一般 １ × 3DK 19,100 〜 37,500 円 1,000 円

金谷 一般 1 × 3DK 19,000 〜 37,200 円 700 円

中津江

一般 1 × 3LDK 27,200 〜 53,400 円

500 円一般 1 ○ 2DK 19,800 〜 38,900 円

シルバー 1 ○ 2DK 20,000 〜 39,200 円
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■
入
居
時
期　

平
成
24
年
１
月
下

旬
頃

■
入
居
要
件　

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
内
縁
関
係

お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
、
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

■
募
集
期
間　

11
月
20
日
〜
30
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
市

の
建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を

郵
送申

し
込
み

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
山
口
支
所

　
（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

水
と
命
の
講
演
会

　

萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会

で
は
、「
水
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
（
土
）
午
後

６
時
〜
８
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題
「
も
り
・
か
わ
・
う
み
の

現
状
と
い
ま
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
」

■
講
師　

浮う
き
た田
正ま
さ
お夫
（
山
口
大
学

名
誉
教
授
・
環
境
衛
生
工
学
専
門
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
べ
環
境
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
理
事
長
）

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
福
栄 

水
と
命
を
守
る
会

（
２
２
・
３
８
７
４
）

食
を
学
ぼ
う
！
楽
し
も
う
！

育
も
う
！

「
お
や
こ
食
育
フ
ェ
ア
」

　

子
ど
も
た
ち
の
心
身
と
も
に
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
“
食
”
に
触
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

12
月
３
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容

①
郷
土
料
理
教
室　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

■
対
象
者　

子
育
て
中
の
保
護
者

20
人
（
先
着
順
）

※
託
児
あ
り
１

②
お
や
つ
づ
く
り
教
室　

午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
対
象
者　

５
歳
〜
10
歳
程
度
の

子
ど
も
と
保
護
者
15
組（
先
着
順
）

③
講
演
会　

午
後
１
時
30
分
〜
３

時

■
演
題　
「
楽
し
み
な
が
ら
食
を

育
も
う
（
仮
）」

■
講
師　

原
坂
一
郎（K

A
N

S
A

I

子
ど
も
研
究
所
所
長
）

※
食
育
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
、

昔
の
遊
び
や
試
食
な
ど
の
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課
（
２
６
・
０
５
０
０
）

中
央
公
民
館
親
学
講
座

　

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

■
と
き　

12
月
13
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
講
師　

伊
藤
幸ゆ
き
え江
（
日
本
３
Ｂ

体
操
協
会
公
認
指
導
者
）

■
内
容　

３
Ｂ
体
操

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
定
員　

乳
幼
児
と
保
護
者
20
組

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み

12
月
６
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

企
画
展

︱
藩
都
萩
に
眠
る
古
写
真
か
ら
︱

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

幕
末
明
治
の
人
物
と
風
景

11
月
20
日（
日
）ま
で

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

■
と
き　

11
月
19
日（
土
）
午
後

２
時
〜
（
約
30
分
）

︱
藤
田
伝
三
郎
と
そ
の
時
代
︱

日
本
の
近
代
を
拓
い
た

萩
の
産
業
人
脈

12
月
１
日（
木
）〜

平
成
24
年
４
月
10
日（
火
）

　

関
西
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
藤
田
伝

三
郎
を
源
流
と
す
る
、
久く
は
ら原

房ふ
さ
の之

助す
け（

伝
三
郎
の
甥
）・
田
村
市い
ち
ろ
う

郎（
伝

三
郎
の
甥
）・
鮎
あ
ゆ
か
わ川

義よ
し
す
け

介（
房
之
助

の
義
兄
）ら
萩
ゆ
か
り
の
実
業
家

た
ち
。
彼
ら
は
、明
治
維
新
以
降
、

近
代
化
の
潮
流
の
中
で
日
本
の
産

業
を
切
り
拓
き
、
自
動
車
・
鉄
道

車
両
・
金
属
・
水
産
・
観
光
な
ど

現
在
の
日
本
を
代
表
す
る
企
業
の

基
礎
を
築
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
夢

と
情
熱
を
か
け
た
挑
戦
の
軌
跡
を

追
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

○
高
杉
晋
作
資
料
室
特
別
展
示

「
吉
田
稔と
し
ま
ろ

麿
の
生
涯
」

　

吉
田
稔
麿
（
栄
太
郎
）
生
誕

１
７
０
年
記
念
の
展
示
の
第
３
期

目
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
１
日
（
木
）
〜
平

成
24
年
３
月
31
日
（
土
） 

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

■
と
き　

12
月
３
日（
土
）〜
毎
月

第
１
土
曜
日
、
午
後
２
時
〜
３
時

藤
田
伝
三
郎
翁
生
誕
１
７
０
年
記
念



市報HAGI●2011（平成23）年11月15日号 22

パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室

■
と
き　

12
月
６
日
（
火
）
〜
９

日
（
金
）
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

椿
西
小
学
校
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

■
内
容　

文
書
作
成
ソ
フ
ト
で
の

年
賀
状
づ
く
り

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
中
学
生

以
上
の
初
心
者
の
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

２
０
０
０
円

主
催
・
申
し
込
み

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

山
口
地
方
法
務
局
で
は
、
女
性

を
め
ぐ
る
様
々
な
問
題
や
悩
み
に

つ
い
て
電
話
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
、
全
国
一
斉
の
強
化
週
間
中

は
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
14
日
（
月
）
〜
20

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

７
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
）

※
通
常
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

■
相
談
内
容　

配
偶
者
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
職
場
に
お
け

る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

■
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

萩
市
女
性
相
談
窓
口

　

一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
女
性
相
談
員
が

対
応
し
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
相
談
内
容　

Ｄ
Ｖ
や
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等

■
萩
市
女
性
相
談
窓
口
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　

２
５
・
３
３
６
６

（
月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

■
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
緊
急
用
）

０
１
２
０
・
２
３
８
１
２
２

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
３
７
３
）

多
重
債
務
者
無
料
法
律
相

談
会

　

県
で
は
、
深
刻
な
社
会
問
題
で

あ
る
多
重
債
務
問
題
に
対
処
す
る

た
め
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
る

「
多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
２
０
１
１
」
に
合
わ
せ
開

催
し
ま
す
。
併
せ
て
心
の
健
康
相

談
会
も
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
21
日
（
月
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分
、
５
時
30
分
〜

８
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員　

弁
護
士
ま
た
は
司
法

書
士

※
心
の
健
康
相
談
は
保
健
師
が
対

応
し
ま
す
。

申
し
込
み

11
月
18
日
ま
で
に
、
萩
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
（
２
５
・
０
９
９
９
）

へ萩
商
工
会
議
所
の
ナ
ン
デ

モ
相
談
会

■
と
き　

11
月
17
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
会
議
所

■
相
談
内
容　

融
資
、
法
律
、
不

動
産
・
登
記
、
経
営
計
画
・
改
善
、

発
明
・
特
許
等

※
専
門
家
に
よ
る
個
別
面
談
方
式

で
す
。相
談
時
間
の
予
約
が
可
能
。

■
相
談
料　

無
料

問
い
合
わ
せ

萩
商
工
会
議
所（

２
５
・
３
３
３
３
）

就
職
・
転
職
出
張
相
談

　

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
は
、
就
職
・
転
職
に
関

す
る
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
22
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

田
万
川
総
合
事
務
所

■
内
容　

就
職
・
転
職
相
談
、
適

職
診
断
、
求
人
情
報
検
索　

■
対
象
者　

概
ね
40
歳
未
満
で
就

職
活
動
中
の
方
ま
た
は
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

※
予
約
は
不
要
、
個
人
情
報
は
厳

守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

（
０
８
３
５
・
２
８
・
３
８
０
８
）

川
上
直
売
所
感
謝
祭

■
と
き　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
阿
武
川
温
泉
公
園

周
辺

■
内
容　

餅
つ
き
体
験
、
よ
さ
こ

い
総
踊
り
、阿
武
川
太
鼓
の
演
奏
、

や
き
そ
ば
や
う
ど
ん
な
ど
多
数
出

店
。

※
当
日
、
直
売
所
で
５
０
０
円
以

上
お
買
い
物
を
さ
れ
た
方
は
、
は

ず
れ
な
し
の
抽
選
が
で
き
ま
す
。

■
主
催　

萩
市
川
上
農
林
産
物
直

売
施
設
出
荷
協
議
会

問
い
合
わ
せ

川
上
総
合
事
務
所
産
業
振
興
部
門

（
５
４
・
２
１
２
１
）

収
穫
感
謝
祭

■
と
き　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ゆ
と
り

パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」

■
内
容　

い
の
し
し
鍋
無
料
サ
ー

ビ
ス
、
野
菜
の
せ
り
市
、
手
作
り

弁
当
の
販
売
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が

わ
」（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
１
５
０
）

つ
ば
き
音
楽
の
集
い
・
絆

　

椿
地
区
の
皆
さ
ん
が
、
音
楽
の

集
い
を
初
め
て
行
い
ま
す
。
椿
地

区
に
限
ら
ず
広
く
市
民
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

11
月
23
日
（
水
・
祝
）

午
後
1
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

椿
西
小
学
校
体
育
館
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★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ上映案内

○猿の惑星〜創世記 ジェネシス〜
○コクリコ坂から　　　　
○ライフ〜いのちをつなぐ物語〜
○タンタンの冒険〜ユニコーン号の秘密〜

○神様のカルテ

上映中
　　　上映中

〜12/9

12/1〜ロードショー
12/3〜

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

■
内
容　

日
本
の
童
謡
・
唱
歌
の

ピ
ア
ノ
演
奏
や
合
唱

■
出
演　

山
田
真
治
（
山
口
福

祉
文
化
大
学
准
教
授
、
ピ
ア
ノ
）、

山
田
明
美
（
愛
知
県
犬
山
音
楽
学

院
長
、
ピ
ア
ノ
）、
お
も
だ
か
オ

カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
コ
ー
ラ

ス
椿
フ
レ
ン
ズ
、
浜
畑
勝
彦
（
ギ

タ
ー
）
ほ
か

■
入
場
料　

無
料

主
催
・
問
い
合
わ
せ

つ
ば
き
音
楽
の
集
い
・
絆
協
力
会

（
２
５
・
９
４
６
６
）
森
田

日
本
海
音
楽
祭
「
４
つ
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」

　
「
絆
・
共
生
・
そ
し
て
今
で
き

る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
日
本

大
震
災
の
萩
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ゆ
う
・
ゆ
う
・

は
ぎ
」、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
移
植

支
援
協
会
、
萩
卓
球
バ
レ
ー
ク
ラ

ブ
の
４
団
体
を
支
援
す
る
た
め
開

催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
28
日
（
月
）
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

○
第
１
部　

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手 

佐
川
由
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト

○
第
２
部　

サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ
、
大
板
山
た
た
ら
太
鼓
、
市
内

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
ほ
か

■
入
場
料　

大
人
１
０
０
０
円
、

小
・
中
・
高
生
５
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

南
日
本
海
音
楽
祭
実
行
委
員
会

（
２
２
・
２
５
３
９
）
老お
い
た
に谷

や
ま
ぐ
ち
２
０
１
１
・
短

歌
大
会

　

山
口
県
総
合
芸
術
文
化
祭
の
行

事
の
一
つ
で
、
今
年
は
萩
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
27
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

○
講
演
会　

午
前
10
時
〜
11
時
30

分◦
演
題
「
歌
の
作
り
か
た
・
歌
の

読
み
か
た
」

◦
講
師　

吉
よ
し
か
わ川

宏ひ
ろ
し志

（
歌
人
）

○
表
彰
式
（
児
童
生
徒
作
品
）　

午
前
11
時
45
分
〜
午
後
０
時
15
分

○
短
歌
大
会
（
入
選
作
品
講
評
・

表
彰
）　

午
後
１
時
15
分
〜
４
時

■
入
場
料　

５
０
０
円
（
会
員
は

無
料
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
歌
人
協
会（
２
５
・
３
４
２

７
）
澤
井

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア

■
と
き　

12
月
３
日
（
土
）、
４

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
４
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」

■
内
容　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
販
売
、

全
国
配
達
受
付
、
各
種
出
店
な
ど

■
主
催　

福
栄
鉢
物
生
産
組
合

問
い
合
わ
せ

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス
ふ
く
え
」

　
　
　
　

 　
（
５
２
・
０
３
５
６
）

人
権
の
心
を
は
ぐ
く
む
市

民
の
集
い

　

12
月
４
日
〜
10
日
は
、
人
権
週

間
で
す
。
人
権
問
題
の
早
期
解
決

の
た
め
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

12
月
10
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時
45
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

（
午
後
１
時
〜
）
椿
東
小
学
校
金

管
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
ク
ラ
ブ
ド
リ

ル
演
奏
、
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
表
彰
・
朗
読

◦
萩
高
合
唱
部
合
唱
（
午
後
２
時

５
分
〜
）

◦
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
（
午
後
２
時

15
分
〜
）

◦
演
題
「
災
害
と
新
た
な
人
権
問

題
“
い
ま
を
語
り
・
唄
う
”」

◦
講
師　

杉
笑
太
郎
（
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、「
ザ
・
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
パ
ー
」
演
出
家
）

※
じ
ん
け
ん
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
市
民
館
ロ
ビ
ー
（
正
午
〜
午

後
４
時
30
分
）
で
開
催
。

○
児
童
生
徒
人
権
啓
発
作
品
展
・

人
権
啓
発
活
動
展

■
と
き　

12
月
５
日
（
月
）
〜
10

日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
５
日
は
午
後
１
時
〜
、
10
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

○
人
権
に
関
す
る
図
書
コ
ー
ナ
ー

■
と
き　

12
月
４
日（
日
）〜
10
日

（
土
）

■
と
こ
ろ　

萩
図
書
館
２
階

主
催
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
（
２
５
・
３
５
８
３
）

　

歌
川
広ひ
ろ
し
げ

重
の
「
東
海
道
五
十
三

次
」
や
葛
飾
北ほ
く
さ
い斎

の
「
富ふ
が
く嶽

三
十
六
景
」な
ど
浮
世
絵
の
名
品
、

後
期
（
11
月
１
日
〜
27
日
）
１
５

０
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日

※
11
月
28
日（
月
）〜
12
月
９
日

（
金
）は
展
示
替
え
等
の
た
め
休
館

し
ま
す
。

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

開
館
15
周
年
記
念

浮
世
絵
名
品
３
０
０
選

11
月
27
日（
日
）ま
で

◁喜多川歌
う た ま ろ

麿「難
な に わ や

波屋おきた」



　

　

市報HAGI●2011（平成23）年11月15日号 24

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所 17㊍ 　萩広域オープンゲートボール大会
9:00〜萩甲子園球場

19㊏ 　萩市長杯争奪バレーボール大会（中学の部）
8:30〜市民体育館

20㊐

　萩市レディース卓球大会　　　　9:00〜萩武道館
　秋季連盟杯ソフトテニス大会（一般・高校の部）

9:00〜マリーナ萩
　秋季ソフトボール大会兼会長杯争奪大会

9:00〜萩スポーツ広場
　福栄地域ソフトバレーボール交流大会

9:00〜福栄体育館
　萩市オープンバドミントン選手権大会

9:00〜市民体育館

23㊌
　山口県連盟萩ブロック会長杯ソフトバレーボー
　ル大会　　　　　　　　　　　9:00〜市民体育館
　むつみ縦走駅伝大会　　　　9:30〜むつみ地域内

26㊏ 　FC椿西カップ少年サッカー大会（〜27日）
8:00〜萩スポーツ広場

27㊐
　秋季川上近郊ソフトテニス大会

9:00〜白上球技場
●萩市民秋季バレーボール大会　9:00〜市民体育館

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

9:30 〜福栄コミュニティセ
10:00 〜福栄保セ
9:00 〜福栄保セ

●のびのび会
　健康づくり教室
●乳幼児相談
●育児ふれあい体験学習

毎週㊌
16 ㊌

18 ㊎

9:00 〜川上保セ
9:30 〜杣木谷集会所

13:00 〜旭マルチメディアセ
9:00 〜川上保セ

9:30 〜旭活性化セ

●とことこ教室
　杣木谷健康管理教室
●乳幼児健診
　ヘルシー教室（川上）
　ヘルシー教室（佐々並）

毎週㊌
22 ㊋
24 ㊍
25 ㊎
28 ㊊

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜田万川保セ

9:30 〜やまびこ
9:30 〜須佐保セ
9:30 〜須佐保セ

13:30 〜小川コミュニティセ
9:30 〜須佐保セ

13:30 〜須佐保セ
10:00 〜やまびこ
9:30 〜やまびこ
9:30 〜須佐保セ

13:30 〜須佐保セ

　健康ちょきん教室
　弥富元気もりもり体操
　悠優！自適！健康づくり教室
　弥富ウエルネス教室
　アップアップ健康教室
　須佐元気もりもり体操
　須佐ウエルネス教室
　健康・介護予防座談会
　弥富はつらつ楽食会
●すくすく赤ちゃん学級
　活き活きリハ会

17 ㊍
18 ㊎
21 ㊊

24 ㊍

25 ㊎
28 ㊊
29 ㊋
30 ㊌

萩健康福祉センター ☎25・2667
16 ㊌
22 ㊋

　酒害相談（お酒に関する困り事相談）
　心の健康相談（要予約）

13:00 〜
13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事
13:30 〜大井公民館

9:30 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

13:30 〜江向１区公会堂
13:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜萩市保セ
13:30 〜堀内公会堂

13:30 〜今古萩老人憩いの家
13:30 〜後小畑公会堂

9:30 〜萩市保セ
13:30 〜前小畑公会堂

13:30 〜萩市保セ
10:00 〜土原３区老人憩いの家

16 ㊌
17 ㊍

18 ㊎
22 ㊋
24 ㊍

25 ㊎

28 ㊊

29 ㊋
30 ㊌

　大井グッドヘルス
●５か月児健康相談
　こころの相談室（要予約）
　江向健康教室
　こころの相談室（要予約）
●10か月児相談
　こころの相談日（要予約）
　堀内健康教室
　今古萩タマちゃん体操会
　後小畑健康教室
　ヘルシークラブ
　前小畑健康教室
　こころの相談日（要予約）
　土原３区健康教室

 開催中〜25日　
　　  「時刻表の父」手塚猛昌顕彰展

（須佐出身）
9:30〜 萩図書館

 開催中〜30日　
　　  やべみつのり絵日記展 9:30〜 明木図書館
 18㊎、25㊎
　　  やっちゃんの青空教室 13:10〜 育英小学校

16㊌ としょかん通信をつくろう 15:30〜 明木図書館

20㊐ 古本市・「図書館でこんなことし
たよ」写真展 10:00〜旭マルチメデ

ィアセンター
29㊋ 茶話会 14:00〜 須佐図書館

30㊌ まなぼう館であそぼぅ！ 15:00〜 須佐図書館
かみしばいを楽しもう 15:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：16㊌、21㊊、23㊌、28㊊
            明木図書館：16㊌、21㊊、23㊌、27㊐、28㊊

★毎週木曜日放送・金曜日再放送 広報課 ☎25-3178
◆行政番組「マイたうん萩」（10分間）
17㊍  23 年度 上半期の財政状況
24㊍  萩セミナーハウス

◆児童館（25･1025）
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊊、㊌ だんすダンス（23日はお休み） 19:00〜20:30

17㊍ ピヨピヨ「どんぐり遊び」（落ち葉、
どんぐりの実を使った楽器作りなど） 10:00〜11:30

19㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜
24㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
26㊏ おひさまおはなし会（子ども図書館） 15:00〜

◆ふたば園（22･2877）
22㊋、29㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
29㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 13:00〜14:00
◆萩幼稚園（22･0775）
22㊋ 未就園児開放日「ひよこ組」

※自由遊び、パネルシアター、紙芝居など 9:30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（22･2019）

30㊌
未就園児への園舎開放日「てんし組」
※自由遊び、リズム体操、手遊び、ペープサ
ート、パネルシアターなど

10:00〜11:30
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■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、21 日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医

AM８：30〜PM５：30

20日㊐
23日㊌
27日㊐

［内科］
［内科］
［内科］

福川（福井下）
弥富（弥富下）
松原（須佐）

52・0027
08387・8・2311
08387・6・5055

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

情報カレンダー
●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

16㊌ ●人権相談 （10:00〜/田万川保健センター）外科 萩市民（椿） 25･1200
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206
○年金出張相談所の開設 （10:00〜/田万川総合事務所）

17㊍ ●行政相談 外科 都志見（江向） 22・2811
（10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 全真会（玉江浦） 22・4106

18㊎ ●行政相談 （9:00〜/弥富公民館）外科 花宮（平安古町） 25･8738
●人権相談 （10:00〜/弥富公民館）内科 山本（椿東） 26・0077
●山口福祉文化大学公開講座 （10:00〜/中央公民館）

19㊏ ●萩クロマグロトーナメント 〜25日 （6:00〜/見島沖）外科 兼田（吉田町） 22･1113
●水と命の講演会 （18:00〜/サンライフ萩）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

20㊐
●須佐地域総合防災訓練 （8:45〜/須佐地域全域）外科 田町（東田町） 24・1234
○萩総まつり （9:15〜/萩総合支援学校）内科 萩市民（椿） 25･1200
●明木地区農業文化祭 （9:30〜/旭マルチメディアセンター）産婦人科 都志見（江向） 22・2811
●萩往還ささなみおいでん祭、佐々並「むら・人・くらしギャラリー」 歯科 いまだ（今古萩町） 26・2771

（9:30〜/旭活性化センター）
●子育て文化創造フェスタ （10:00〜/市民館・中央公園ほか）

21㊊ 外科 池本（玉江浦） 25・7575
内科 萩むらた（今古萩町）25・9170
小児科いわたに（椿東） 24・2100

22㊋ ●大井人権・行政出張相談 （10:00〜/大井公民館）外科 都志見（江向） 22・2811
●心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）内科 萩慈生（玉江） 25・6622
●山陰自動車道（益田〜萩間）整備促進大会　　　　　　（14:00〜/萩農協会館）

23㊌
●川上農林産物直売施設感謝祭 （9:00〜/萩阿武川温泉公園）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○収穫感謝祭 （9:30〜/道の駅ゆとりパークたまがわ）内科 市原（塩屋町） 22・0184

産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 松隅（土原） 24・2088

24㊍ ●行政相談 （10:00〜/川上公民館）外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 中坪（今魚店町） 22･5430

25㊎ ●中央公民館合同作品発表会 〜27日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170
○親学〜子ども達が求める理想のパパ・ママ講座〜　（19:00〜/市民館大ホール）内科 藤原（土原） 22・0781

26㊏ ●福栄地域生涯学習作品展 〜27日 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 都志見（江向） 22・2811
○むつみ文化のつどい （9:00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 波多野（堀内） 25･2788
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/明木ひばり峠）

27㊐
○生涯学習フェスティバル2011 （9:00〜/田万川コミュニティセンター）外科 めづき（土原） 22・2248
●萩ものしり博士検定 （10:00〜/山口福祉文化大学）内科 柳井（橋本町） 22･0748
●やまぐち2011・短歌大会 （10:00〜/市民館大ホール）産婦人科 都志見（江向） 22・2811
●福栄地域生涯学習発表会 （10:00〜/福栄農業担い手育成センター）歯科 村田（浜崎） 22・1729
○「薬物および銃器の水際取締り」キャンペーン　（12:00〜/道の駅 萩しーまーと）

28㊊ ○南日本海音楽祭 （18:30〜/市民館大ホール）外科 兼田（吉田町） 22･1113
内科 萩市民（椿） 25･1200

29㊋ ●心配ごと相談 外科 花宮（平安古町） 25･8738
（9:30〜/旭高齢者コミュニティセンター、13:30〜旭マルチメディアセンター）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

30㊌ ●12月萩市議会定例会 〜12/14 （10:00〜/萩市議会議場）外科 平岡（新川東） 25･7100
内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

日月火水木金土
41 2 3 5

76 9 10 11 12
15

2122
13 1718 1916
20 25 2624
14

28 293027
23

8

16→30日 日

月11
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栄養の優等生！

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※10月16日〜10月31日受付分

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

■人の動き（平成 23 年 10 月末日）
　人　口／54,145人（前月比ー54）    男／24,863人（前月比ー20）
　世帯数／24,239世帯（前月比ー8）　女／29,282人（前月比ー34）
　出　生／23人　死亡／71人

　萩港から定期船で 25 分。台形をした島、大島は
県内最大のブロッコリーの産地。
　昨年は猛暑・少雨による水不足で植え付けが遅れ
ていましたが、今年度は適度な降雨もあり順調と
のこと。９月末までに 18 戸が 13.5 ヘクタール約
54 万本を植え付け、11 月から出荷が始まります。
　このブロッコリー、栄養的にとっても優秀な食材
で、特に一度に食べる量も多いので、ビタミン C
を摂れる量は野菜の中でずば抜けて高く、風邪やが
んの予防にも。さらに、カロチン（ビタミンＡ）、ビ
タミンＢ群、リン、カリウム、葉酸、食物繊維など
も含まれており、血糖値を正常に保つ、便秘の改善、
貧血予防、動脈硬化などの効果が期待できます。
　ただし、料理の際はゆですぎないのが絶対条件。
ゆですぎるとせっかくの栄養分が大きく損失してし
まいますので、湯を沸かして塩少々を加え、少し歯
ごたえが残る程度で茹で上げるようにしましょう。
　最後に良いブロッコリーの選び方ですが、つぼみ
が小さく、粒が揃っており、こんもりと盛り上がっ
て、しまりの良いものを選ぶとよいでしょう。

の

果物/野菜

（日産自動車株式会社蔵）
日産自動車株式会社となっ
て、昭和10年（1935）最初
に製造された乗用車。

萩博物館特別展
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